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●2009十日町市ホワイトミュージアム
●十日町病院等の医療提供体制に関する検討会の報告書
●トキめき新潟国体／越後妻有 雪アートプロジェクト
●緊急雇用対策事業／中越大震災復興基金事業
●市・県民税、所得税の申告
●保育所の適正配置の提言／長寿医療制度ほか
●地域の風～支所からのたより～
●Oh!ｍｙ クラス／なじょもなじょもほか
●まちの話題　TOWN TOPICS／お知らせ・ガイド
●この時　熱中・夢中

自然の恵み　山に祈る自然の恵み　山に祈る
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　森の学校キョロロで行われている小正月の伝統行事
「若木迎え」。そのむかし、山の仕事始めにこの若木迎え
を行い、災難除けや作業の安全、豊かな自然の恵みを
祈願したと伝えられています。参加者はお参りのあとハ
ナミズキなどの枝を切り、どんど焼きにくべてその火や
煙にあたって１年の健康を祈りました。
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ホワイト ミュージアム2009
十日町市

ツマリアンボール出場チーム募集

会場：松之山温泉スキー場ちびっ子広場

会場：松代総合体育館グラウンド

３月14日㈯ 正午
   　～15日㈰ 午後４時

　
２
月
下
旬
か
ら
１
か
月
間
�
市
内
各
地
域
で
冬
の
楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
�
市
を
挙
げ
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
�
ホ
ワ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
純
白

の
美
術
館
）
と
し
て
�
伝
統
的
な
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
地
域
に
に
ぎ

わ
い
を
呼
び
ま
す
�
華
や
か
に
�
幻
想
的
に
�
そ
し
て
活
気
に
あ
ふ
れ
た
�
心

温
ま
る
冬
の
十
日
町
市
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
�

２月20日㈮ 午後６時 ～22日㈰ 午後４時

第60回

十日町

十日町雪まつりパスポート　好評発売中  3,000円（税込）

●問合せ＝十日町雪まつり実行委員会
　（☎757-3100） http://snowfes.jp/

　20日㈮午後６時30分からのオープニングフェ
スティバル2009「爆笑プレミアムライヴ」に、
若手実力派コントを繰り広げる「我が家（㈱ワタ
ナベエンターテインメント）」が登場！司会にヤ
ングキャベツ（NAMARA）を迎え、楽しくにぎや
かなパフォーマンスが繰り広げられます。ぜひ、
お見逃しなく！
※会場はコミュニティひろば（十日町高校）

ゲスト：我が家

３月14日㈯ 午前９時～
幻想的なスノーワールドへようこそ！

会場：なかさと清津スキー場（市之越）

第21回 雪原カーニバル
　　　　　なかさと2009

　雪原一面に広がるキャンドルの優しい明かりと冬
の夜空を彩るメモリー花火。訪れた人を幻想的な世
界に誘います。

〈主な内容〉
午前10時～　Snowチュービングなど
午前11時30分～　食ののれん街 OPEN
午後６時～　スノーキャンドル点灯、メモリー花火など
午後７時～　雪原ライブ、SETSUGEN福まきなど
●問合せ＝雪原カーニバルなかさと実行委員会
　（☎763-2511）
　http://www.tokamachishikankou.jp/

　30もの屋台が並ぶ松代城下で、活気みなぎる催
しが好評。人気の「のっとれ！松代城」は、戦士
400人が、松代城一番乗りを競います。

〈主な内容〉
14日㈯ 午後８時ころ 震災復興祈念富くじ大抽選会
15日㈰ 午前11時30分 のっとれ！松代城　出陣
　　　 午後１時～ BSNラジオ「Oh ！演歌」公開録音
●問合せ＝越後まつだい冬の陣実行委員会
　（☎597-2220） 
　http://www.echigo-matsudai.com/event/fuyu/index.html

　今年のご利用に感謝の気持ちを込め、「味の屋台
村」や楽しい雪上ゲームで今年のスキーシーズンを
締めくくります。

〈主な内容〉
○×クイズ、パン食い競争、色水入れリレー、福ま
きなど　豪華賞品多数
☆同時開催　JOCジュニアオリンピックカップ・
　　　　　　モーグル競技
●問合せ＝市観光協会松之山支部（☎596-3011)
　http://www.matsunoyama.com/kankou/

３月22日㈰ 
午前10時30分～午後３時

第26回松之山温泉スキー場
　　　　スキーカーニバル

　３チーム同時に戦う雪上バレーボール大会の出場チ

ームを募集します。大林素子さん（スポーツキャスタ

ー・タレント、元バレーボール全日本代表選手）も参

加します。

●受付開始：２月２日㈪　●開催日：２月22日㈰　

●参加費：１チーム4,000円

●会場：コミュニティひろば（十日町高校グラウンド）

※雪まつりホームページからも申込書のダウンロード

　ができます。

●問合せ：十日町雪まつり実行委員会（☎757-3100）

第12回 雪リンピックinあてま出場者募集
　十日町雪まつりで開催される雪上運動会「雪リンピ
ック」の出場者を募集します。

●日時：２月21日㈯　午前10時～午後３時

●会場：当間高原リゾートベルナティオ

●参加費：無料　●受付：２月２日㈪　午前10時～

●種目：ミニ雪像づくりコンテスト、○×クイズなど、

子どもからお年寄りまで楽しめる種目を用意。

●申込み・問合せ：雪リンピック実行委員会（ベルナ

ティオ内　☎758-4877）
　http://www.belnatio.com/

会場：上野小学校グラウンド（メーン会場）ほか

３月７日㈯ 正午
 ～８日㈰ 午後２時

　「人が元気」「自然が元気」「地域が元気」を合言
葉に、特徴あふれる雪まつりひろばが開設されます。

〈主な内容〉
７日㈯　正午～各地区ほんやら村（前夜祭）
８日㈰　午前10時～上野小グラウンド（本祭り）

【仮装恋引きレース参加者募集！】
　昭和40年代まで、農作業の始まりは「肥引き（こ
　いひき）」でした。これにちなみ、大事なもの（こ
　い＝恋人）を引いて目的地に到達するレースを現
　代に復活させます。
●問合せ＝かわにし雪まつり実行委員会
　（☎768-4951）

※開催日時は
　会場により
　異なります

※天候や雪の状況などにより、イベント内容・会場
が変更になることがあります。

イベント全体については20年12月10日号の
市報をご覧ください。

　朝日新聞と㈶森林文化協会の記念事業で実施した「にほん
の里100選」（１月６日発表）に、「松之山・松代」が応募総数
4,474件の中から選定されました。「にほんの里100選」は、
人々の暮らしによって育まれてきた、すこやかで美しい里を
選ぶもので、集落とその周辺の田畑や野原などの自然からな
る地域のうち「景観」、「人の営み」、「生物多様性」の３要素
を基準に選ばれました。同100選の応募に当たり、森の学校
「キョロロ」の学芸員・永野昌博さんは、「春夏秋冬を通じて
農を生活の基盤にしてきたこの地域の人の営みは、まさに自
然との共生そのもの。いつまでも大切にしたいです」と、選
定を喜んでいました。

売り込め！「にほんの里」

　十日町雪まつりを心ゆくまで楽しんでもらうために、各種特典付きの「十日町雪まつ
りパスポート」を用意しました。パスポートを手に、ぜひ十日町雪まつりにおいでくだ
さい。また、スタンプラリーのみに参加できる「雪の芸術作品めぐりスタンプラリー券」

（１枚200円）を十日町雪まつり事務局（本町分庁舎内）で販売しています。

〈雪上カーニバル出演中止のお知らせ〉
　２月21日㈯の雪上カーニバルに出演を予定していたGiFTは、体調不良により出演
中止となりました。
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備
基
本
構
想
（
案
）
策
定
に
向
け
て

の
協
議
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。報
告
書
の
概
要（
資

料
含
ま
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）
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー

ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
報
告
書
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む
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い
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役
所
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ま
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報
告
書
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内
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会
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ま
た
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市
役
所
本
庁
　
地

域
中
核
病
院
建
設
推
進
室
（
〒
９
４

８
―
８
５
０
１
　
十
日
町
市
千
歳
町

３
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F
A
X
７
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６

３
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）
へ
、
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
検

討
会
報
告
書
の
説
明
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
決
ま
り
し
だ

い
市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検
討
会
を
は
じ
め
地
域
医
療
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
∨
医
療
・
保

健
・
福
祉
∨
地
域
医
療
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
19
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
、

「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制

に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長

：

伊
藤

正
一
・
新
潟
県
医
師
会
参
与
）
は
、

十
日
町
病
院
と
松
代
病
院
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
平
成
20
年
11
月
ま
で
に

７
回
の
検
討
会
で
議
論
を
重
ね
、
検

討
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

１
月
15
日
㈭
、
県
庁
に
お
い
て
伊
藤

座
長
か
ら
江
口
県
病
院
局
長
と
田
口

市
長
に
検
討
結
果
の
報
告
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
報
告
書
を
尊
重
し
な

が
ら
、
県
と
市
で
構
成
す
る
「
十
日

町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す

る
協
議
会
」
で
新
十
日
町
病
院
の
整

◎
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制

　
に
関
す
る
検
討
会
構
成
メ
ン
バ
ー

　
　
　（
敬
称
略
・
区
分
別
・
五
十
音
順
）

座
長

：

伊
藤
正
一
（
新
潟
県
医
師
会

参
与
）

委
員

：

上
村
晃
一
（
上
村
病
院
理
事

長
）、須
賀
良
一
（
中
条
病
院
・

中
条
第
二
病
院
統
括
院
長
）、

高
橋
修
一
（
十
日
町
市
中

魚
沼
郡
医
師
会
顧
問
）、
長

谷
川
誠
一
（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

三
好
園
し
ん
ざ
理
事
）、
阿

部
洋
輔
（
生
命
が
守
れ
る
病

院
を
つ
く
る
会
事
務
局
長
）、

井
口
カ
ズ
子
（
前
十
日
町
市

教
育
長
）、
押
木
敦
子
（
川

西
地
域
協
議
会
委
員
）、
佐

藤
定
行
（
地
域
医
療
の
あ
り

方
検
討
会
長
）、
滝
沢
秀
雄

（
津
南
町
副
町
長
）、
大
島
貞

二
（
十
日
町
市
副
市
長
）、

鈴
木
善
幸
（
県
立
松
代
病
院

長
）、
須
藤
祐
悦
（
十
日
町

保
健
所
長
）、
関
川
憲
司
（
病

院
局
業
務
課
長
）、
塚
田
芳

久
（
県
立
十
日
町
病
院
長
）、

羽
入
利
昭
（
福
祉
保
健
部
医

薬
国
保
課
長
）

第１回協議会
（今後の進め方などを協議）

第２回協議会
（十日町病院、松代病院のあり方の確認）

第３回目以降の協議会
基本構想（案）策定

第１回検討会

第７回検討会
〜

情報提供 等

検討報告書提示 提言

H19.8.29

H19.10.30

〜

H20.11.17

H21.1.15

協議会・検討会の進め方のイメージ

は
じ
め
に

　
当
検
討
会
は
、
平
成
19
年
８
月
29
日
に

開
催
さ
れ
た
「
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提

供
体
制
に
関
す
る
協
議
会(

※)

」（
以
下
、

「
協
議
会
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
協
議
の

結
果
と
し
て
、「
十
日
町
・
中
魚
沼
地
域（
栄

村
の
一
部
を
含
む
）
の
医
療
提
供
体
制
の

中
で
、
新
十
日
町
病
院
や
松
代
病
院
が
今

後
、
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
専
門

的
な
立
場
か
ら
検
討
し
、
協
議
会
の
協
議

に
資
す
る
提
言
を
行
う
」
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、平
成
19
年
10
月
30
日
以
来
、

延
べ
７
回
の
審
議
を
行
い
、「
新
十
日
町

病
院
・
松
代
病
院
に
必
要
な
医
療
機
能
・

規
模
等
に
関
す
る
一
定
の
結
論
」
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
検
討
結
果
を
報

告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
十
日
町
地
域
に
必

要
な
質
の
高
い
医
療
を
効
率
的
・
継
続
的

に
提
供
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
新
た
な
整
備

構
想
の
も
と
、
十
日
町
病
院
と
松
代
病
院

が
、
地
域
の
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
機

関
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
報
告
書
が
、
十
日
町
地
域
の

医
療
充
実
の
た
め
の
指
針
と
な
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

※
十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
に
関

す
る
協
議
会
構
成
メ
ン
バ
ー
　
十
日
町

市

：

市
長
、
副
市
長
ほ
か
　
新
潟
県

：

病

院
局
長
、
病
院
局
業
務
課
長
ほ
か

 

新
十
日
町
病
院

１
　
診
療
機
能
等

⑴
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実

① 

役
割

　
救
急
医
療
に
お
い
て
は
、
患
者
の
症
状

に
応
じ
た
治
療
・
紹
介
機
能
を
確
保
し
た

上
で
、
地
域
の
中
核
的
病
院
が
具
備
す
べ

き
地
域
完
結
型
医
療
を
基
本
に
提
供
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
入
院

機
能
は
急
性
期
に
特
化
し
在
院
日
数
を
短

縮
、
外
来
機
能
は
専
門
外
来
に
重
点
を
置

き
つ
つ
、
周
辺
医
療
機
関
等
と
の
紹
介
・

逆
紹
介
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ

と
。

②
病
病
・
病
診
連
携

　
急
性
期
入
院
機
能
と
専
門
外
来
機
能
に

医
療
機
能
を
特
化
し
た
病
院
と
す
る
た

め
、
院
内
に
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
病
病
（
松
代
病
院
、
津
南
病

院
、
中
条
病
院
、
中
条
第
二
病
院
、
上
村

病
院
　
等
）・
病
診
連
携
に
お
い
て
、
患

者
の
病
態
に
応
じ
た
円
滑
な
移
動
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
地
域
連
携
パ
ス
を
整
備

す
る
こ
と
。

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
漢
方
内

科
）
を
新
設
す
る
こ
と
。

○
　
現
在
の
診
療
科

：

14
科

　
内
科
、
神
経
内
科
、
消
化
器
科
、
心
療

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
脳

神
経
外
科
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科

○
　
新
設
す
る
診
療
科

：

３
科

ア
　
総
合
診
療
科

　
患
者
の
医
療
・
健
康
問
題
に
心
と
身
体

の
両
面
か
ら
総
合
的
に
対
処
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
臨
床
研
修
医

教
育
の
た
め
に
も
新
設
す
る
こ
と
。

イ
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
患
者
の
治
癒
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

u
a
lity

 

o
f L

ife

）
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

施
術
後
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

対
応
す
る
た
め
に
新
設
す
る
こ
と
。

ウ
　
漢
方
内
科

　
地
元
出
身
漢
方
医（
江
戸
時
代
の
名
医
）

に
ち
な
む
と
と
も
に
、
病
院
の
特
色
と
す

る
た
め
に
新
設
す
る
こ
と
。

⑵
病
床
数

　
中
長
期
的
に
地
域
内
の
患
者
数
は
現
在

と
同
程
度
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
新
設
す
る
３

診
療
科
（
総
合
診
療
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
、
漢
方
内
科
）
を
含
め
、

２
７
５
床
程
度
を
確
保
す
る
こ
と
。

⑶
病
院
施
設
・
設
備
、
施
設
面
積
、
付
帯

施
設
、
用
地
面
積
、
建
設
場
所

　
検
討
結
果
報
告
書
を
踏
ま
え
協
議
会

（
県
、
十
日
町
市
）
で
策
定
す
る
整
備
基

　
ま
た
、
現
在
も
実
施
し
て
い
る
周
辺
医

療
機
関
か
ら
の
高
度
医
療
機
器
を
使
用
す

る
検
査
依
頼
に
つ
い
て
も
、
対
応
を
継
続

す
る
こ
と
。

⑵
腎
不
全
医
療
（
透
析
）

　
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
地
域
内

の
慢
性
期
人
工
透
析
実
施
医
療
機
関
と
の

連
携
の
も
と
、
透
析
患
者
の
急
変
時
や
入

院
時
に
対
応
で
き
る
、
急
性
期
人
工
透
析

機
能
を
整
備
す
る
こ
と
。

⑶
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

　
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
治
癒
後

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

u
a
lity

 o
f L

ife

）
の
向

上
の
た
め
、リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

を
設
置
し
、急
性
期
（
亜
急
性
期
を
含
む
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
整
備
す
る

こ
と
。

⑷
高
度
医
療

①
が
ん
医
療

　
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
他
地
域

の
拠
点
病
院
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域
の

が
ん
治
療
・
緩
和
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
整

備
す
る
こ
と
。

②
周
産
期
医
療

　
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
産
婦
人

科
と
小
児
科
の
充
実
に
努
め
つ
つ
、
他
地

域
の
拠
点
病
院
が
有
す
る
周
産
期
母
子
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
体
制
の
も
と
、
地
域
の

周
産
期
医
療
機
能
を
整
備
す
る
こ
と
。

２
　
施
設
規
模
等

⑴
診
療
科

　
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
現
在
の

診
療
科
に
加
え
、
３
診
療
科
（
総
合
診
療

十
日
町
病
院
等
の
医
療
提
供

体
制
に
関
す
る
検
討
会

検
討
結
果
報
告
書

十日町病院等の医療提供体制に
関する検討会の報告書まとまる

●
問
合
せ

　
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室
　

　
☎
７
５
７
―
３
１
８
７（
室
直
通
）
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本
計
画
の
中
で
決
定
す
べ
き
事
柄
で
あ

る
。

　
た
だ
し
、
患
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
療

養
環
境
、
職
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
勤
務

環
境
と
す
る
た
め
、
効
果
的
な
敷
地
利
用

（
駐
車
場
や
緑
地
の
確
保
等
）、
利
便
施
設

（
コ
ン
ビ
ニ
等
）
誘
致
や
院
内
保
育
所
の

設
置
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
患
者

の
利
便
性
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
等
を

総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、
最
適
地
と
す

る
こ
と
。

３
　
そ
の
他
施
設

　
全
国
的
な
へ
き
地
病
院
等
の
看
護
師
不

足
の
現
状
に
鑑
み
、
地
元
自
治
体
が
主
体

と
な
っ
て
、
看
護
師
等
養
成
所
（
看
護
大

学
、
看
護
専
門
学
校
等
）
を
誘
致
す
る
こ

と
。

４
　
へ
き
地
医
療

　
地
元
自
治
体
、
地
元
医
師
会
及
び
地
元

保
健
福
祉
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
支
援
す
る
部
門
を
整
備
す
る

こ
と
。

５
　
在
宅
医
療

　
地
元
自
治
体
、
地
元
医
師
会
及
び
地
元

保
健
福
祉
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
に
つ
い

て
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
支
援
す
る

部
門
を
整
備
す
る
こ
と
。

６
　
救
急
医
療

　
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て
、
病
院
群

輪
番
制
に
参
加
（
二
次
救
急
医
療
体
制
を

堅
持
）
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
地
元
自
治
体
と
地
元
医
師
会
が

主
体
と
な
っ
て
24
時
間
一
次
応
急
診
療
所

の
併
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

地
元
自
治
体
に
お
い
て
救
急
搬
送
機
能
の

強
化
を
図
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
将
来
的
な
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
併
設
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
保
有
を

可
能
と
す
る
た
め
、
施
設
内
に
関
連
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
に
つ
い
て

は
、必
要
性
の
有
無
も
含
め
、協
議
会（
県
、

十
日
町
市
）
で
の
整
備
基
本
計
画
策
定
作

業
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
。

７
　
災
害
関
係

　
地
域
災
害
支
援
拠
点
病
院
と
し
て
、
十

日
町
圏
域
内
の
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
を
充
実
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
市
町
村
や
医

療
機
関
等
か
ら
の
支
援
要
請
前
後
に
お
け

る
迅
速
な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
引

き
続
き
、
災
害
医
療
支
援
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
を
保
有
す
る
こ
と
。

８
　
保
健
と
の
連
携

　
へ
き
地
医
療
、
在
宅
医
療
、
福
祉
と
一

体
に
考
え
た
保
健
と
の
連
携
を
推
進
す
る

た
め
、
地
元
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
の
併
設
を
検
討
す
る

こ
と
。

　
ま
た
、
十
日
町
圏
域
外
の
人
を
呼
び
込

む
た
め
、
魅
力
あ
る
内
容
（
温
泉
療
養
、

森
林
浴
セ
ラ
ピ
ー
等
）
を
持
つ
人
間
ド
ッ

ク
の
実
施
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
検
討

す
る
こ
と
。

９
　
福
祉
と
の
連
携

　
社
会
福
祉
施
設
入
居
者
の
高
齢
化
の
進

展
に
対
応
し
、
退
院
後
の
ケ
ア
体
制
の
充

実
に
向
け
、
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
が
社
会
的
入
院
や

療
養
病
床
の
削
減
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
元
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
受

け
皿
と
な
る
社
会
福
祉
施
設
の
増
設
・
増

床
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

10
　
臨
床
研
修
指
定
病
院

　
医
学
部
の
大
幅
な
定
員
増
が
見
込
め
な

い
中
で
は
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師

を
地
域
で
自
ら
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
卒
後
早
期
に
へ
き

地
を
含
む
地
域
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
心

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
型
臨
床
研
修
病

院
と
し
て
、
思
い
切
っ
た
予
算
・
人
事
配

置
（
指
導
体
制
）
の
も
と
、
全
国
レ
ベ
ル

で
の
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い

た
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
多
く
の
研
修
医
に
来
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
は
勿
論
の
こ
と
、
へ
き
地
医
療
と
も
関

連
付
け
た
地
域
医
療
研
修
に
お
い
て
関
東

圏
の
大
学
と
連
携
し
た
り
、
海
外
研
修
等

を
取
り
入
れ
た
魅
力
あ
る
病
院
と
す
る
と

と
も
に
、
研
修
環
境
（
研
修
医
用
ア
パ
ー

ト
等
）
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

11
　
病
院
の
経
営
形
態
等

　
経
営
母
体
に
は
、
当
検
討
会
が
取
り
ま

と
め
た
医
療
提
供
体
制
を
尊
重
し
、
着
実

に
地
域
内
の
医
療
機
関
等
と
の
役
割
分

担
・
連
携
に
基
づ
く
医
療
提
供
を
実
行
で

き
る
医
療
機
関
で
あ
り
、
か
つ
、
採
算
が

取
れ
な
い
赤
字
診
療
科
で
も
縮
小
等
を
行

う
こ
と
な
く
、
病
院
ト
ー
タ
ル
で
収
支
が

合
え
ば
可
と
す
る
よ
う
な
医
療
の
公
共
性

を
重
視
し
た
医
療
機
関
と
す
る
こ
と
。

12
　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

　
現
有
医
師
等
の
確
保
を
最
優
先
課
題
と

し
、
関
東
圏
を
含
む
複
数
の
大
学
と
の
関

係
を
保
ち
つ
つ
、
臨
床
研
修
の
充
実
や
魅

力
あ
る
勤
務
・
生
活
環
境
の
提
供
等
の
他

病
院
と
は
異
な
る
医
師
等
の
優
遇
策
を
講

じ
な
が
ら
、
大
学
医
局
等
か
ら
の
医
師
派

遣
等
を
通
じ
た
確
保
を
図
る
こ
と
。

13
　
地
元
自
治
体
の
役
割
分
担

　
地
元
住
民
や
自
治
体
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
域
全
体
で
医
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
来
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
地
元
自
治
体
の
役
割

と
し
て
は
、
病
院
施
設
周
辺
部
の
ま
ち
づ

く
り
（
地
域
資
源
の
活
用
を
含
む
）、
病

院
の
跡
地
利
用
（
病
院
が
移
転
す
る
場

合
）、
24
時
間
一
次
応
急
診
療
所
の
併
設

（
地
元
医
師
会
と
連
携
）
及
び
公
共
交
通

機
関
の
確
保
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

14
　
財
政
支
援

　
国
（
総
務
省
）
に
お
い
て
、
病
院
の
公

設
民
営
化
に
係
る
地
方
財
政
支
援
措
置
の

充
実
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
公
設
民
営
化

後
も
、
現
在
と
同
程
度
の
国
等
の
補
助
制

度
や
地
方
交
付
税
措
置
の
適
用
が
期
待
で

き
る
。

 

松
代
病
院

１
　
診
療
機
能
等

⑴
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実

①
役
割

　
十
日
町
病
院
と
の
連
携
の
も
と
、
公
的

な
福
祉
活
動
・
保
健
活
動
と
協
働
で
き
る

包
括
的
（
医
療
・
保
健
・
福
祉
）
な
セ
ン

タ
ー
機
能
を
持
つ
地
域
医
療
病
院
と
し
て

の
機
能
を
担
う
こ
と
。

②
病
病
・
病
診
連
携

　
院
内
に
地
域
連
携
専
任
者
を
配
置
し
て

連
携
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
病
病

（
十
日
町
病
院
、
津
南
病
院
、
中
条
病
院
、

中
条
第
二
病
院
、
上
村
病
院
　
等
）・
病

診
連
携
に
お
い
て
、
患
者
の
病
態
に
応
じ

た
円
滑
な
移
動
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
連
携
パ
ス
を
整
備
す
る
こ
と
。

２
　
施
設
規
模
等

⑴
診
療
科

　
地
域
医
療
病
院
と
し
て
、
現
在
の
診
療

科
に
加
え
、
１
診
療
科
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
）
を
新
設
す
る
こ
と
。

○
　
現
在
の
診
療
科

：

５
科

　
内
科
、
整
形
外
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科
、

精
神
科

○
　
新
設
す
る
診
療
科

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
急
性
期
に
機
能
特
化
す
る
新
十
日
町
病

院
と
の
連
携
の
も
と
、
患
者
の
治
癒
後
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

u
a
lity

 o
f L

ife

）
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
亜
急
性
期
以
降
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
た
め
に
新

設
す
る
こ
と
。

⑵
病
床
数

　
社
会
福
祉
施
設
等
か
ら
の
患
者
や
看
取

り
へ
の
対
応
の
た
め
、
55
床
程
度
を
確
保

す
る
こ
と
。

３
　
へ
き
地
医
療

　
へ
き
地
の
医
師
不
足
状
況
に
鑑
み
、
松

之
山
診
療
所
や
室
野
診
療
所
が
実
施
す
る

へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
、
地
域
医
療
病
院

と
し
て
支
援
す
る
部
門
を
整
備
す
る
こ

と
。

４
　
在
宅
医
療

　
地
元
自
治
体
、
地
元
医
師
会
及
び
地
元

保
健
福
祉
施
設
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
に
つ
い

て
、
地
域
医
療
病
院
と
し
て
実
施
、
ま
た

は
、
支
援
す
る
部
門
を
整
備
す
る
こ
と
。

５
　
救
急
医
療

　
地
域
医
療
病
院
と
し
て
、
病
院
群
輪
番

制
に
参
加（
二
次
救
急
医
療
体
制
を
堅
持
）

す
る
こ
と
。

６
　
保
健
と
の
連
携

　
へ
き
地
医
療
、
在
宅
医
療
、
福
祉
と
一

体
に
考
え
た
保
健
と
の
連
携
を
推
進
す
る

た
め
、
地
元
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、

地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
の
併
設
を
検
討
す
る

こ
と
。

７
　
福
祉
と
の
連
携

　
退
院
後
の
ケ
ア
体
制
充
実
の
た
め
、
社

会
福
祉
施
設
等
と
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
体
制
を
構
築
す
る
等
、
連
携
・
支
援
を

行
う
こ
と
。

　
な
お
、
厚
生
労
働
省
が
社
会
的
入
院
や

療
養
病
床
の
削
減
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
元
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
受

け
皿
と
な
る
社
会
福
祉
施
設
の
増
設
・
増

床
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

８
　
臨
床
研
修
指
定
病
院

　
医
学
部
の
大
幅
な
定
員
増
が
見
込
め
な

い
中
で
は
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師

を
地
域
で
自
ら
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
卒
後
早
期
に
へ
き

地
を
含
む
地
域
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
意
義
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
心

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管
理
型
臨
床
研
修
病

院
（
十
日
町
病
院
、
新
潟
大
学
医
歯
大
総

合
病
院
等
）
に
協
力
し
て
研
修
医
を
確
保

す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
多
く
の
研
修
医
に
来
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
に
努
め
る
こ
と
。

９
　
病
院
の
経
営
形
態
等

　
地
域
住
民
等
、
幅
広
い
関
係
者
と
の
意

見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
新
十
日
町
病
院
と

の
一
体
的
な
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
。

10
　
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

　
現
有
医
師
等
の
確
保
を
最
優
先
課
題
と

し
、臨
床
研
修
の
充
実
や
魅
力
あ
る
勤
務
・

生
活
環
境
づ
く
り
等
を
行
い
な
が
ら
、
十

日
町
病
院
（
へ
き
地
医
療
支
援
病
院
）
と

の
連
携
や
大
学
医
局
等
か
ら
の
医
師
派
遣

等
を
通
じ
た
確
保
を
図
る
こ
と
。

11
　
地
元
自
治
体
の
役
割
分
担

　
地
元
住
民
や
自
治
体
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
域
全
体
で
医
師
等
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
来
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
地
元
自
治
体
の
役
割

と
し
て
は
、
病
院
施
設
周
辺
部
の
ま
ち
づ

く
り
（
地
域
資
源
の
活
用
を
含
む
）
や
公

共
交
通
機
関
の
確
保
等
を
検
討
す
る
こ

と
。

12
　
財
政
支
援

　
国
（
総
務
省
）
に
お
い
て
、
病
院
の
公

設
民
営
化
に
係
る
地
方
財
政
支
援
措
置
の

充
実
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
経
営
形
態
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
と
同
程
度
の

国
等
の
補
助
制
度
や
地
方
交
付
税
措
置
の

適
用
が
期
待
で
き
る
。

【
審
議
経
過
】

　
第
１
回
　
平
成
19
年
10
月
30
日

　
第
２
回
　
平
成
20
年
１
月
22
日

　
第
３
回
　
平
成
20
年
３
月
26
日

　
第
４
回
　
平
成
20
年
６
月
23
日

　
第
５
回
　
平
成
20
年
７
月
30
日

　
第
６
回
　
平
成
20
年
９
月
５
日

　
第
７
回
　
平
成
20
年
11
月
17
日
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　performance

パフォーマンス
　performance

パフォーマンス
　　art

アート

  
m
u
s
i
c

音
　
　
楽

　２月は十日町雪まつりに合わせ、「越後妻有 2009 冬」のメー

ンとなる「越後妻有　雪アートプロジェクト」を開催します。

今年は、ミオンなかさと、まつだい農舞台を会場に、音楽や雪

上パフォーマンスのイベントも行います。バラエティ豊かな

アート体験で、寒さで鈍った身体と五感を研ぎ澄ませましょう。

雪景ダンス「天空郵便」
　体奏家・新井英夫とカナダ在住のダンサー Gerry 

Moritaが、陽が落ち暗くなった中で真っ白な雪を舞台

に、自然と人との交感をうたうダンスを踊ります。

日　時：２月21日㈯　午後４時30分開演（４時受付開始）

会　場：まつだい農舞台

鑑賞料：前売1,000円、当日1,500円（ホットドリンク付）

出演者：新井英夫（体奏家）、Gerry Morita（ダンサー）、

　　　　渋江美加（音楽家）

＊前日までに要電話予約。予約・問合せは、まつだい

　農舞台事務局

　かき氷、風見鶏、大ぞり…雪景色の中で作家の手によ

って新たな景色として姿を現します。作家と地元、サポ

ーターといっしょに作り上げる雪のアートを楽しみます。

日　時：２月21日㈯・22日㈰　午前10時～午後３時
会　場：ミオンなかさと、まつだい農舞台
＊当日、十日町駅西口・ミオンなかさと間で臨時シャ
　トルバスが運行されます。
その他：体験型のものは、一部実費が必要
参加作家：[ミオン会場] 富永敏博、雪アート・新潟  
　　　　　ユニット（前山忠、堀川紀夫ほか）
　　　　　[農舞台会場] 大久保英治、木村崇人、たほ
　　　　　りつこ、豊福亮
　　　　　そのほか古郡弘も参加予定です。

　
ア
フ
リ
カ
の
楽
器
・
親
指
ピ
ア
ノ
の

可
能
性
を
さ
ぐ
り
続
け
る
「
親
指
ピ
ア

ニ
ス
ト
」
サ
カ
キ
マ
ン
ゴ
ー
が
、
ほ
ん

や
ら
洞
の
中
で
特
別
な
音
楽
会
を
開
催

し
ま
す
。
ホ
�
ト
ド
リ
ン
ク
を
片
手
に
、

ア
フ
リ
カ
の
伝
統
音
楽
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
し
�
う
。

日
 
時

：

２
月
22
日
㈰

①
午
前
11
時
�
　
②
午
後
2
時
�

（
2
回
上
演
、
各
回
30
分
程
度
を
予
定
）

会
 
場

：

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

鑑
賞
料

：

１
、
０
０
０
円
（
ホ
�
ト
ド

リ
ン
ク
付
）　
各
回
先
着
30
人

出
演
者

：

サ
カ
キ
マ
ン
ゴ
ー

問
合
せ

：

ま
つ
だ
い
農
舞
台
事
務
局

　
こ
の
ほ
か
、
雪
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の

作
品
を
中
心
に
冬
の
越
後
妻
有
を
め
ぐ
る

ア
ー
ト
ざ
ん
ま
い
の
ツ
ア
ー
「
冬
の
ア
ー
ト

堪
能
ツ
ア
ー
」
が
２
月
21
日
㈯
�
22
日
㈰
の

１
泊
２
日
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
雪
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の
見
ど
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
の
作
品

「
最
後
の
教
室
」
も
特
別
に
鑑
賞
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
・
予
約
�
ま
つ
だ
い
農
舞
台
事

　
務
局
（
☎
５
９
５
―
６
３
１
０
）

富
永
敏
博
「
か
き
氷
マ
ウ

ン
テ
ン
」
（
イ
メ
ー
ジ
）

木村崇人「渡り鳥の風見鶏」（イメージ）

　　art

アート

  
m
u
s
i
c

音
　
　
楽

越後妻有 2009 冬

越後妻有 雪アートプロジェクト越後妻有 雪アートプロジェクト
　
地
域
特
産
品
の
「
き
も
の
」
で
広
く
大

会
を
Ｐ
Ｒ
し
、
参
加
者
を
歓
迎
し
よ
う
と

ト
ッ
キ
ッ
キ
柄
の
き
も
の
（
振
袖
）
の
制

作
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
振
袖
は
、
名
付
け
て
「
ト
キ
め
き
も
の
」。

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
青
年
部
会
・

㈳
十
日
町
青
年
会
議
所
08
社
会
開
発
委
員

会
・
十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
の
３
団

体
が
、「
十
日
町
ら
し
く
大
会
を
盛
り
上

げ
、
参
加
者
を
歓
迎
で
き
な
い
か
」
と
の

思
い
で
制
作
を
始
め
ま
し
た
。
ト
キ
め
き

も
の
は
、
十
日
町
手
描
き
友
禅
・
ぼ
か
し

染
め
の
技
法
を
用
い
た
完
全
オ
リ

ジ
ナ
ル
振
袖
で
す
。
地
色
は
「
ト

キ
色
」
を
基
調
に
、
白
か
ら
ト
キ

色
、
そ
し
て
朱
色
へ
と
ぼ
か
し
染

め
の
技
法
で
染
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
手
描
き
友
禅
で
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ッ
キ
ッ
キ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
制
作
は
、
３
団
体
の
会
員
企
業

の
協
力
に
よ
り
、
地
域
青
年
団
体

所
属
メ
ン
バ
ー
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
10
月
下
旬
か
ら
企
画
・
デ
ザ
イ
ン

を
行
い
、
そ
の
後
、
手
描
き
友
禅
、
ぼ
か

し
染
め
、仕
立
縫
製
な
ど
の
工
程
を
経
て
、

２
月
上
旬
に
完
成
予
定
で
す
。
全
国
屈
指

の
技
術
を
生
か
し
、
全
工
程
を
地
域
内
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
き
も
の
の
総

合
産
地
で
あ
る
十
日
町
市
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
で
す
。

　
ト
キ
め
き
も
の
は
完
成
後
、
ト
キ
め
き

新
潟
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
の
開

会
式
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
第

60
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

の
「
き
も
の
シ
ョ
ー
」
で
も
披
露
さ
れ
る

予
定
で
す
。

十
日
町
ら
し
く
！

  

﹁
ト
キ
め
き
も
の
﹂
制
作

　
　
大
会
開
催
ま
で
あ
と
１
か
月
足
ら
ず
�
競
技
会
場
の
吉
田
地
区
を
は
じ
め

市
内
の
各
団
体
が
�
大
会
の
成
功
を
願
い
大
会
参
加
者
や
来
訪
者
を
﹁
も
て
な

し
の
心
﹂
で
迎
え
よ
う
と
�
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
�

　吉田小学校（和田英史校長）では、年間を

とおして今大会への参加・協力活動を実施し

ています。１月９日㈮、小泉集落センターで、

児童が昨年の春から育てたもち米やソバ・ダ

イコンなどの野菜、そして３年生が作成した

十日町市のＰＲリーフレットを、小泉国体部

会（馬場隆広部会長）に贈呈しました。同部

会は、競技会場でトン汁・そばなどの提供や

地域を紹介する「トキめきひろば」を設営す

る計画で、児童から贈呈された野菜などはひ

ろばで来訪者へのもてなしに役立てられま

す。

吉田小児童 野菜やリーフレットで
冬季国体に参加

も
う
す
ぐ
国
体
　
着
々
す
す
む
歓
迎
準
備

ト
キ
め
き
新
潟
国
体

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

ト
キ
め
き
新
潟
国
体

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　吉田地区振興会（佐藤敏夫会長）では、「ト

キめき国体おもてなしプロジェクト」とし

て、選手や会場への来訪者に贈呈する「まゆ

玉トッキッキ」や「ちんころ」などの作成が

行われています。１月18日㈰には吉田公民

館で、十日町のきものにちなんで、まゆ玉を

使ったトッキッキ作りが行われました。まゆ

玉トッキッキは、吉田公民館職員が考案した

もので、大地の芸術祭作品「繭の家」（蓬平）

などで作られたまゆ玉を使い、地元小・中

学生や地区住民など約70人が真心を込めて

600個作りました。

吉田地区振興会

まゆ玉トッキッキ作り
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㈶新潟県中越大震災復興基金事業

期間延長のお知らせ期間延長のお知らせ
　平成20年度（平成21年２月末）で終了予定だった事業のうち、下記の事業の期間が延長さ

れました（十日町市では該当がないものを除く）。なお、採択要件が変更になった事業があり

ますので、内容や申請方法などについては事前に窓口部署（本庁）に問い合わせてください。
※中越大震災復興基金の事業年度は 3 月 1 日から翌年 2 月末日です。

総合問合せ：防災安全室震災復興係　☎757-3197

種別 事　業　名 内　　　　　　容
延長
期間

終　期
（予定）

窓口・所管部署
（本庁）

生
活
支
援

復興ボランティア
活動支援

被災地でのボランティア活動の円滑な継続を図る
ため、ボランティアグループなどの活動を支援し
ます。

２年間 平成23年２月
総合政策課
☎757-3193

地域コミュニティ
施設等再建支援

集落などが維持管理する被災した集会所・神社・
鎮守などの再建を支援します。（集会所への防災設
備の設置は平成21年２月で終了）

１年間 平成22年２月
総合政策課
☎757-3193

地域共用施設等復
旧支援

町内会などが設置・維持管理する私有道路や消雪
パイプなどの地域共用施設の復旧を支援します。

１年間 平成22年２月
克雪維持課
☎757-9932

集落共用施設等維
持管理支援

被災による集落戸数の減少に伴い、共用施設の維
持管理などが困難な集落を支援します。

１年間 平成22年２月
防災安全室
☎757-3197

雇
用
対
策

被災地域緊急雇用
創出

市町村が行う被災者を対象とした臨時的な雇用・
就業機会の創出を目的に行う事業を支援します。

１年間
平成22年３月
※年度切替特例

産業振興課
☎757-3139

被災地域若年者雇
用対策

被災地域を中心とした若年者を対象とする就職支
援施設の設置、運営を支援します。

２年間 平成23年２月
産業振興課
☎757-3139

住宅
支援

高齢者ハウス整
備・運営

高齢者ハウスを整備・運営する社会福祉法人など
に対して整備・運営経費を補助します。

１年間 平成22年２月
福祉課

☎757-9758

産
業
対
策

中小企業者仮設店
舗等設置

中小企業者などが店舗・工場などを建替・修繕す
る間、仮設店舗などでの営業を支援します。

１年間 平成22年２月
産業振興課
☎757-3139

被災商店街復興対
策支援

被災し、いまだ売上が回復しない商店街団体など
が行う売上回復のための取り組みを支援します。

１年間 平成22年２月
産業振興課
☎757-3139

農
林
水
産
業
対
策

手づくり田直し等
支援

被災した小規模農地・農業用施設の復旧などを支
援します。

１年間 平成22年２月
農林課

☎757-9917

緊急手づくり田直
し等支援

２年以上作付けができなかった農地などの緊急・
一体的な復旧を支援します。

１年間 平成22年２月
農林課

☎757-9917

経営再建家畜導入
支援

生産基盤となる家畜が被災した生産者が代替家畜
を導入する費用を補助します。

１年間 平成22年２月
農林課

☎757-3120

農林水産業経営再
建整備支援

国・県の災害復旧事業に該当しない施設などの取
り壊し・改修や機械の修理・購入などを支援します。

１年間 平成22年２月
農林課

☎757-3120

地域営農活動緊急
支援

地域ぐるみの農業者団体が効率的継続的な営農体
制を確立するため、営農用機械の整備費などを支
援します。

２年間 平成23年２月
農林課

☎757-3120

農業用水水源確保
支援事業

地震でゆう水・地下水が枯渇または減少して営農
に支障をきたしている場合の代替用水施設の整備
を支援します。

１年間 平成22年２月
農林課

☎757-9917

観光
対策

観光復興キャン
ペーン推進

被災地の観光復興イベントを支援します。（全県事
業・被災地特別枠ともに期間延長）

２年間 平成23年２月
観光交流課
☎757-3100

　
こ
れ
ま
で
勉
強
会
の
位
置
付

け
だ
っ
た
検
討
会
議
は
、
12
月

の
中
旬
に
３
回
目
を
開
催
し
、

い
よ
い
よ
利
用
者
の
増
加
に
向

け
た
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
今

回
は
検
討
会
議
で
出
さ
れ
た
委

員
の
提
案
な
ど
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

①
鉄
道
の
利
点
は
ス
ピ
ー
ド
。

利
用
時
の
待
合
時
間
が
少
な

く
な
る
よ
う
、
接
続
な
ど
を

さ
ら
に
よ
く
で
き
な
い
か
。

②
か
つ
て
飯
山
線
の
廃
止
が
危

ぶ
ま
れ
た
と
き
、
地
元
が
イ

ベ
ン
ト
列
車
を
企
画
す
る
な

ど
、
地
域
で
支
え
よ
う
と
い

う
動
き
が
あ
っ
た
。
今
、
そ

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
大
事

で
は
な
い
か
。

③
２
０
１
４
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
北
陸
新
幹
線
の
開
業
後

も
、
地
域
の
基
幹
交
通
と
し

て
、
輸
送
力
を
維
持
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

④
利
用
者
の
増
加
の
た
め
、
産

業
や
観
光
を
今
後
ど
の
よ
う

に
振
興
し
て
い
く
の
か
。
そ

れ
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、

鉄
道
の
役
割
を
位
置
付
け
る

べ
き
だ
。

　
今
後
も
引
き
続
き
市
報
な
ど

で
検
討
経
過
を
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
な
ど
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
問
合
せ

　
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
９
３

検討会議の様子

①緊急雇用創出助成金交付事業（交付対象：事業所）

●交付額

　期間内に一定要件を満たした新規雇用を行なった市内事業所に対し、新規雇用１人につき10万円（１事業所

当たり100万円が限度）

●要件

ア）風俗営業など（スナックなどを含む）以外の業種であること

イ）平成21年１月１日から３月１日までに、市民（住民票を有すること）である離職者を新規雇用し、かつ、

　　雇用が１か月以上継続されること

　　※その形態などにかかわらず、同一事業所で以前から雇用関係が継続している人は対象外。

ウ）新規雇用者の業務従事時間が週当たり30時間以上あること

エ）新規雇用者を雇用保険に加入させること

オ）市税の滞納がないこと

②定住等促進奨励金交付事業（交付対象：Ｕ・Ｉターン者）

●交付額

　　期間内に一定要件を満たして市内事業所に雇用されたU・Iターン者に対し、１回に限り10万円

●要件

ア）平成21年１月１日以降に失業などにより市外からU・Iターンし、市内に住所を定めること（転入手続き

　　を行なうこと）

イ）平成21年１月１日から３月１日までに市内事業所に雇用され、かつ、雇用が１か月以上継続されること

ウ）一般被保険者として雇用保険に加入すること

エ）市税の滞納がないこと

〈注意〉どちらの事業も、冬期循環解雇などによる離職者は対象となりません。

■問合せ　産業振興課雇用開発室　☎757-3139　FAX752-7655

緊急雇用対策事業を実施しています！
緊急雇用対策助成金等交付事業
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市
・
県
民
税
、所
得
税
の
申
告

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

　
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
の

　
合
計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の
納

　
税
義
務
が
生
じ
た
人

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が

　
戻
る
と
思
わ
れ
る
人

・
医
療
費
控
除
や
寄
附
金
控
除
及
び
雑
損

　
控
除
な
ど
に
該
当
す
る
人

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
人
　
な
ど

▼
十
日
町
地
域

　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）

▼
川
西
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
地
域

　
各
支
所
庁
舎

※
日
程
は
次
ペ
ー
ジ
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。
混
雑
を
避
け
、
待
ち
時
間
を
少
な

　
く
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
各
地
域
の

　
該
当
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
・
県
民
税
申
告
書
は
事
前
に
配
布
し

ま
せ
ん
。
必
要
な
人
は
、
本
庁
税
務
課
市

民
税
係
も
し
く
は
各
支
所
市
民
課
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

②
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
、
収
入
や
必

　
要
経
費
が
分
か
る
帳
簿
、
領
収
書
な
ど

③
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
額
が
分
か
る

　
書
類
。
た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
は

　
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
た
控
除
証
明

　
書
が
必
要
で
す
。

④
「
申
告
の
ご
案
内
」
通
知
が
届
い
た
人

　
は
、
そ
の
ハ
ガ
キ

⑤
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
控

　
除
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費

　
の
明
細
書
（
１
年
分
を
集
計
し
た
も
　

　
の
）
と
領
収
書

⑦
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害
者

　
手
帳
な
ど
、
障
害
の
程
度
が
確
認
で
き

　
る
も
の

⑧
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
寄
附
先

　
が
発
行
し
た
寄
附
金
の
領
収
書

⑨
電
卓
や
筆
記
用
具
及
び
印
鑑

⑩
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
振

　
込
先
の
口
座
番
号
（
本
人
名
義
）

※
事
業
所
得
の
「
収
支
内
訳
書
」
や
医
療

　
費
控
除
の
「
医
療
費
明
細
書
」
は
、
事

　
前
に
作
成
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
書
類
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場
合
は

　
申
告
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
１
年
間
に
納
め
た
後
期
高
齢
者

（
長
寿
）
医
療
保
険
料
は
、
国
民
健
康
保

険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
と
同
様
に
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の

　
場
合

　
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
・
納
付
書
で
の

　
納
付
）
の
場
合

　
納
め
た
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
営
業
・
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

②
地
代
・
小
作
料
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の

　
所
得
が
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年
金

　
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給
与

　
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
扶
養
者
や
医
療
費
、
社
会
保
険
料
な
ど

　
の
各
種
控
除
を
追
加
す
る
人

◎
市
・
県
民
税
の
申
告
受
付

◎
所
得
税
の

　
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

◎
申
告
相
談
会
場
と
提
出
場
所

◎
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は

　
事
前
配
布
し
ま
せ
ん

◎
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

で
、
年
金
保
険
者
へ
の
「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
を
提
出
し
な
か
っ

た
た
め
に
、
扶
養
控
除
な
ど
の
控

除
を
受
け
な
い
ま
ま
市
・
県
民
税

が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　問合せ

◆税務課市民税係
　☎757-3716

◆川西支所市民課
　☎768-4956

◆中里支所市民課
　☎763-2507

◆松代支所市民課
　☎597-2221

◆松之山支所市民課
　☎596-3152

　
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、

所
得
税
が
減
少
し
、
市
・
県
民
税
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
か
ら
市･

県
民

税
の
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
の
申
告
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
11
年
～
18
年
12
月
末
日
ま
で
に
入

居
し
た
人
で
、
税
源
移
譲
前
と
同
様
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
い
場
合
は
、
市
・
県
民
税
「
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
申
告
書
」を
提
出
す
る
こ
と
で
、

こ
の
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
市･

県
民
税

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
忘

れ
ず
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
市
役
所
や
各
支
所
及
び
税

務
署
に
あ
り
ま
す
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

▼
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与
所
得
者
で
所

　
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
人

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
申
告
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
市

役
所
・
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

　
確
定
申
告
書
と
と
も
に
、
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
税

務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
寄
附
金
控
除
の
拡
充

　
寄
附
金
控
除
の
方
式
が
、
従
来
の
「
所

得
控
除
」
か
ら
「
税
額
控
除
」
に
変
わ
り
、

控
除
対
象
金
額
は
、
10
万
円
を
超
え
る
額

か
ら
５
千
円
を
超
え
る
額
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
と
し

て
、
①
新
潟
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
公
益

法
人
な
ど
②
全
国
の
市
や
県
な
ど
に
寄
附

し
た
場
合
は
、
寄
附
金
控
除
の
申
告
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
・
県
民
税
の
税
額

か
ら
一
定
の
金
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
人
は
、
通
常
の

申
告
書
類
の
ほ
か
に「
寄
附
金
の
領
収
書
」

を
用
意
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
が
か
か
ら
な

い
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
税
務
相
談
指
導
会
を
行
い
ま

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
関
係
書
類

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
・
期
日

●
川
西
支
所

：

２
月
26
日
㈭

●
中
里
支
所

：

２
月
27
日
㈮

▼
開
催
時
間

　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
対
象

・
小
規
模
事
業
者

・
給
与
や
年
金
な
ど
の
所
得
者

・
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
の
申
告
や
税

　
務
相
談
の
あ
る
人

◎
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
を

◎
市
・
県
民
税
の
主
な
改
正
点

◎
税
理
士
に
よ
る

　
無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

　　地域
期日　　

十日町地域 川西地域 中里地域 松代地域 松之山地域

２
月

16日(月)

十日町地区

千手地区
仙田地区

荒屋・芋川新田 室野（北町・南町・下向） 松之山１～６班

17日(火) 山崎・高道山 室野（中町・上向・干場向） 松之山７～ 12班

18日(水) 朴木沢・宮沢・市之越・鷹羽・白羽毛 松代１～ 10班 兎口・上川手

19日(木) 六箇地区
吉田地区

程島・東田尻 松代11 ～ 23班 天水越１～７班

20日(金) 角間・葎沢・土倉・倉下・小出 松代24 ～ 36班 天水越８～ 12班

23日(月)

中条地区

西方・西田尻・芋川・原町・新里・中里下山 松代37 ～ 51班 光間・新山・大荒戸

24日(火)

相談日に
来場

できない人

倉俣・清田山 小荒戸・菅刈 水梨・小谷

25日(水) 重地・田代 太平・松代田沢 湯山

26日(木)
下条地区

新屋敷・堀之内 千年・池尻 下川手

27日(金) 本屋敷・宮中 蓬平 下布川地区

３
月

２日(月)

川治地区

芋沢・田沢本村 会沢・清水・桐山 湯本

３日(火)

上野地区
橘地区

東田沢・如来寺・豊里・桂 南部地区 天水島１～４班

４日(水) 上山・桔梗原 孟地・苧島・中子 天水島５～８班

５日(木)

水沢地区

田中 犬伏 藤倉・上鰕池

６日(金) 通り山 滝沢・片桐山・田野倉 東川・下鰕池

９日(月) 小原・干溝 寺田・仙納・莇平 中尾

10日(火)

　　　　　　相談日に来場できなかった人

　　 ◎例年、この時期は大変混み合いますので、
　　　 待ち時間が長くなることがあります。

蒲生・名平 藤原・曽根・新田

11日(水) 儀明 上之山・湯之島・田麦立・月池

12日(木) 竹所・星峠 中立山・坂中・豊田・北浦田

13日(金) 木和田原・福島・奈良立 西之前・黒倉

16日(月) 相談日に来場できなかった人

《申告相談日程表》　　　　※受付時間は午前９時～午後４時です。※土・日曜日は申告相談を行いません。

2
月
１６
日
㈪
〜
3
月
１６
日
㈪
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年
目
の
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
と
す
る
。

　
な
お
、
入
所
児
童
数
が
へ
き
地
保
育
所

の
基
準
を
大
幅
に
上
回
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
設
置
認
可
基
準
を
満
た
し
て

い
る
た
め
、
へ
き
地
保
育
所
か
ら
社
会
福

祉
法
人
な
ど
の
運
営
に
よ
る
認
可
保
育
所

へ
の
転
換
を
図
る
。

３
�
公
設
民
営
化
の
検
討
　

　
保
育
所
の
運
営
に
お
い
て
は
、
財
政
的

な
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
私
立
保
育
所
の
特
性
を
生

か
し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
べ

く
公
設
民
営
化
の
検
討
も
併
せ
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
提
言
の
詳
し
い
内
容
は
、
福
祉
課
、
各

支
所
市
民
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
検
討
委
員
（
敬
称
略
）

委
員
長

　
　
　
瀧
澤
眞
矢
子
（
学
識
経
験
者
）

副
委
員
長
　

　
　
　
水
品
文
夫
（
地
域
協
議
会
推
薦
）

委
員
　
長
津
俊
男
・
池
田
慶
一
（
地
域
協

　
　
　
議
会
推
薦
）、
佐
藤
満
枝
（
私
立

　
　
　
保
育
所
）、
福
島
敬
蔵
（
へ
き
地

　
　
　
保
育
所
）、
小
林
賢
有
（
私
立
幼

　
　
　
稚
園
）、
堀
亜
希
・
庭
野
一
美
・

　
　
　
島
田
江
里
子
・
柳
広
美
（
保
護
者
）

　
　
　

●
問
合
せ
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
７
５
７
―
９
１
６
９（
内
線
１
３
０
）

割
と
し
て
、「
つ
く
し
園
」
の
よ
う
に
障

害
児
保
育
に
力
を
入
れ
た
施
設
の
充
実

や
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」

の
よ
う
に
子
育
て
に
悩
む
親
子
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
施
設
を
増
や
す
な
ど
、
公
立
だ

か
ら
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

⑵
　
へ
き
地
保
育
所
の
定
員
に
つ
い
て

は
、
国
の
通
知
に
よ
り
、
お
お
む
ね
30
人

程
度
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
考

え
方
に
準
ず
る
。

２
�
保
育
所
の
適
正
運
営
基
準

　
保
育
所
を
取
り
ま
く
現
状
と
課
題
及
び

保
育
所
の
適
正
規
模
な
ど
を
勘
案
し
、
効

率
的
な
運
営
と
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
る
た
め
、
公
立
保
育
所
と
へ
き
地
保
育

所
の
適
正
運
営
基
準
を
次
の
と
お
り
ま
と

め
ま
し
た
。

⑴
　
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
４
月
１
日
以
降
に
お
い
て
、
２
年
間
連

続
し
て
、「
入
所
児
童
数
が
30
人
未
満
の

施
設
」、「
新
規
入
所
児
童
数
が
年
間
で
５

人
未
満
の
施
設
」
及
び
「
施
設
が
老
朽
化

し
て
お
り
、
同
地
域
内
等
に
私
立
認
可
保

育
所
等
代
替
施
設
が
所
在
す
る
場
合
」
な

ど
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
施
設
は
３

年
目
か
ら
新
規
入
所
の
募
集
を
行
わ
な
い

こ
と
と
す
る
。

⑵
　
へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
２
年

間
連
続
し
て
１
日
当
た
り
の
平
均
入
所
児

童
数
が
10
人
を
下
回
り
、
３
年
目
に
10
人

以
上
と
な
る
見
込
み
が
な
い
と
き
は
、
２

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
交
代
し
ま
し
た

　安心して出産できる環境を整えるために、通常の分べん・出産で脳性まひと

なった場合に補償金を支払う『産科医療補償制度』が１月１日からスタートし

ました。

　これまでの出産育児一時金は一律35万円でしたが、この補償制度に加入す

る分べん機関で１月１日以降に妊娠22週以上での出産をした場合には、38万

円を支給します。

　市の国民健康保険に出産育児一時金の支給を申請するときは、分べん機関の

領収書など出産時の妊娠週などが確認できる書類を提出してください。

出産育児一時金の支給額が２段階になりました

長寿医療（後期高齢者医療）保険料及び国民健康保険税の支払方法について
　年金からの天引き（特別徴収）を口座振替に変更するた

めの要件が見直され、右表のとおりとなりました。

　変更を希望する人は、介護国保課国保係もしくは各支所

市民課に申し出てください。

　なお、変更には一定の準備期間が必要になりますので、

早めに申し出てください。

【申請に必要なもの】

・口座振替依頼書の本人控え（金融機関で口座振替依頼を行うと作成されます。すでに作成済みの場合は不要です）

・保険証

・印鑑

【社会保険料控除について】

　確定申告や市・県民税申告の際に社会保険料控除が適用される人は次のとおりです。

◆年金からの天引きの場合…年金受給者本人

◆口座振替の場合…口座名義人

本人の収入 要件なし

振替口座の名義 要件なし

そのほか
これまでの納付状況により、変更
が認められない場合があります

●問合せ　介護国保課国保係　☎ 757-3735

長寿医療（後期高齢者医療）保険・
国民健康保険についてのお知らせ
長寿医療（後期高齢者医療）保険・
国民健康保険についてのお知らせ

　
１
月
１
日
付
け
で
、
人
権
擁
護
委

員
が
交
代
し
ま
し
た
。
退
任
し
た
恩

田
功
一
さ
ん
（
荒
屋
・
写
真
左
）
に
、

永
年
の
功
績
を
た
た
え
、
法
務
大
臣

の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
任
の
南
雲
カ
ツ
ミ
さ
ん

（
田
中
・
写
真
右
）
に
、
同
じ
く
法

務
大
臣
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

そ
の
ほ
か
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

松
井
定
延
（
美
雪
町
３
）、
大
嶋
紘

一
（
原
）、
小
川
周
策
（
水
口
）、
尾

身
静
榮
（
高
島
２
）、滋
野
豊
子
（
野

口
）、
小
林
善
一
郎
（
中
仙
田
）、
齋

藤
馨
爾
（
本
屋
敷
）、樋
口
京
子
（
中

尾
）、
石
黒
良
泉
（
室
野
）

１
�
保
育
所
の
適
正
規
模

　
児
童
を
安
全
に
保
育
す
る
た
め
に
は
、

保
育
所
の
施
設
長
と
保
育
士
の
目
が
行
き

届
く
大
き
さ
で
、
ま
た
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
あ
る
程
度
の
保

育
士
数
を
抱
え
て
交
替
勤
務
が
無
理
な
く

無
駄
な
く
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
規
模
が

適
正
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

集
団
保
育
の
効
果
を
よ
り
高
め
、
児
童
の

健
全
な
育
成
を
目
指
す
た
め
に
も
、
相
当

数
の
児
童
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。
　

⑴
　
公
立
保
育
所
の
定
員
は
、
保
育
所
設

置
認
可
基
準
を
参
考
に
し
て
、
お
お
む
ね

60
人
か
ら
90
人
が
適
正
で
あ
る
と
判
断
し

た
。

　
ま
た
、
公
立
保
育
所
に
求
め
ら
れ
る
役

保
育
所
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

提
言
を
受
け
ま
し
た

保
育
所
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

提
言
を
受
け
ま
し
た

　
12
月
17
日
㈬
�
十
日
町
市
保
育
所
適
正
配
置
検
討
委
員
会
（
瀧
澤
眞
矢
子

委
員
長
）
か
ら
�
公
立
保
育
所
・
へ
き
地
保
育
所
の
適
正
配
置
�
適
正
な
保

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
を
受
け
ま
し
た
�
こ
れ
は
�
お
お
む
ね
10
年
先

を
見
据
え
た
保
育
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
の
方
針
を
定
め
る
た
め
に
�

昨
年
８
月
に
市
長
よ
り
審
議
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
も
の
で
す
�
提
言
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

　
な
お
�
中
里
地
域
�
松
代
地
域
及
び
松
之
山
地
域
に
つ
い
て
は
�
地
域
内

で
１
施
設
に
保
育
所
を
統
合
済
み
で
あ
る
た
め
�
こ
れ
ら
３
地
域
を
除
く
�

十
日
町
地
域
と
川
西
地
域
に
対
象
を
絞
�
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
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ミオンで楽しもう！雪とアートのおまつり

越後妻有雪アートプロジェクト

メモリー花火協賛、スノーキャンドル設置・点灯に
ご協力お願いします

～雪原カーニバルなかさと 2009～
メモリー花火協賛、スノーキャンドル設置・点灯に

ご協力お願いします

松
代
か
ら
雪
の
贈
り
物

　
＝
世
田
谷
区
新
年
子
ど
も
ま
つ
り
＝

　

平
成
20
年
も
押
し
詰
ま
っ
た
12
月
27
日

の
午
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
寒
波
の
余
波
の
猛

で
す
。
以
前
は
、
若
い
木
の
皮
を
は
い
で

水
に
浸
し
て
お
き
、
腐
食
せ
ず
に
残
っ
た

強
い
靭じ

ん

皮ぴ

︵
植
物
か
ら
と
れ
る
繊
維
︶
で

縄
を
な
い
、
牛
馬
の
く
ら
な
ど
を
結
ぶ
の

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
花
に
は
舌
状

の
葉
の
よ
う
な
苞
︵
つ
ぼ
み
を
包
ん
で
い

た
葉
︶
が
付
い
て
い
て
、
風

で
遠
く
へ
飛
ば
さ
れ
て
繁
殖

し
ま
す
。
電
話
を
か
け
て
き

た
お
母
さ
ん
は
、
そ
れ
を
葉

っ
ぱ
と
み
た
よ
う
で
す
。
こ

の
人
騒
が
せ
な
落
と
し
物

は
、
近
く
に
大
木
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。

　

猛
烈
な
吹
雪
も
27
日
の
夕
方
に
は
収
ま

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
︵
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
︶

シ
ナ
ノ
キ
の
花
と
苞ほ

う

47

吹
雪
が
ま
だ
収
ま
ら
な

い
中
で
、
室
野
の
と
あ

る
家
の
お
母
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
暴
風
で
飛
ば
さ
れ

て
来
た
木
の
葉
に
つ
い

て
の
質
問
で
、
実
に
葉

が
く
っ
つ
い
て
い
る
と

い
う
電
話
の
話
か
ら
、
そ
れ
は
シ
ナ
ノ
キ

で
は
な
い
か
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

シ
ナ
ノ
キ
は
シ
ナ
ノ
キ
科
の
落
葉
高
木

シナノキの花と苞

　大正９年創立以来、約90年の伝統をもつ松代大

相撲初場所（在天法人大日本松代相撲協会主催）。

松代大相撲は、国技館で行われる大相撲の中入り後

の取り組みのうち、勧進元で選んだ各日10番の勝

敗を予想するもので、参加者はしこ名を名乗り力士

として15日間の合計得点（150点満点）を競いま

す。今年は、８部屋総勢185人の力士が参加し、国

技館の取り組みに一喜一憂しました。また、雄
お

把
ば

馬
ま

関や呑
どん

苦
く

老
ろう

関など、毎年ユニークなしこ名で参加す

る力士もいて、番付（得点）表を見るのも楽しみの

一つ。千秋楽には、長丁場を優秀な成績で乗り切っ

た得点上位の二力士がめでたく東西の横綱となり、

勧進元で土俵入りを披露。その後、各部屋では表彰

式などが行わ

れ、松代大相

撲は15日間の

幕を閉じまし

た。

　
１
月
11
日
㈰
に
行
わ
れ
た
世
田
谷
区
新

年
子
ど
も
ま
つ
り
（
世
田
谷
区
教
育
委
員

会
主
催
）
に
、
今
年
も
松
代
か
ら
雪
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
30
ト
ン
も
の
雪

を
積
ん
だ
ダ
ン
プ
が
10
日
㈯
午
前
６
時
に

松
代
を
出
発
し
、
正
午
前
に
世
田
谷
区
役

所
に
到
着
。
運
ば
れ
た
雪
は
区
役
所
の
中

庭
に
降
ろ
さ
れ
、
世
田
谷
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
や
区
・
市
の
職
員

に
よ
っ
て
、
長
さ
25
メ
ー
ト
ル
の
滑
り
台

や
か
ま
く
ら
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
ま
つ
り
に
は
約
１
万
６
千
人
が

訪
れ
、
人
気
の
雪
の
滑
り
台
は
今
年
も
終

日
20
分
待
ち
の
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
内
の
お
祭
り
広
場
で
は
、
松
代

物
産
店
を
開
き
、
米
や
焼
き
も
ち
、
あ
ん

ぼ
な
ど
を
販
売
。
中
で
も「
も
ぐ
ら
汁（
ナ

ラ
タ
ケ
汁
）」
は
、
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。
松
代
産

の
米
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
松
代
地
域
○

×
ク
イ
ズ
も
毎
年
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

松
代
中
・
高
校
生
が
出
題
者
と
な
り
、
十

日
町
市
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
し

た
。

　
松
代
地
域
と
世
田
谷

区
と
の
交
流
は
、
越
後

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
や
世

田
谷
区
民
ま
つ
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
世
田
谷
区
に
松
代

の
ブ
ナ
を
植
樹
す
る
な

ど
活
発
に
続
い
て
い

て
、
来
年
は
交
流
20
周

年
を
迎
え
ま
す
。

伝統の松代大相撲　盛大に開催！

勧進元での点数付け風景

　ろうそくの優しい明かりが夜道を照らすキャ

ンドルロードが12月30日㈫、倉下集落の十二

峠頂上約500ｍにわたり設置されました。取り

組んだのは中里の地域づくりグループ「中里元

気印応援隊」（羽鳥敏之隊長）で、年末に帰郷

する人たちを温かく迎えようと13年前から始

められました。作業は午後３時ころから始まり、

国道沿いの雪壁に三角形の穴を開け、紙コップ

で覆われたろうそくを設置。夕暮れとともに、

ろうそく一つ一つに火をともすと、ぼんやりと

オレンジ色に染まる光の道が表れ、故郷へと向

かう車も速度を緩めてキャンドルロードを眺め

ていました。

帰省客いたわるキャンドルロード

さん。温かい食べ物もふるまわれますので、ぜひ皆さんいっしょにアートを体感しませんか。

【主な作品】　※〈 〉内は作家名（敬称略）

■「かき氷マウンテン」〈富永敏博〉

　　広く真っ白な雪原にピンクや緑と、色とりどりのかき氷の山。当日は作家といっしょにか

　き氷マウンテンを作り楽しみます。

■「夢の大ぞリ」〈雪アート・新潟ユニット〉

　　昨年も大好評だった大ぞりや小ぞりが、数もデザインも改め再登場します。

■「雪上凧
たこ

揚げ」〈雪アート・新潟ユニット〉

　　子どもたちと作った立体の凧やカラフルなアート凧が、子どもたちの夢を乗せて大空へ舞

　い上がります。

■音楽会　出演：サカキマンゴー（親指ピアニスト）

　アフリカの楽器・親指ピアノを雪の中で聴く特別な音楽会です。

　日　時：22日㈰　午前11時～、午後２時～（各回30分ほどの演奏会です）

　鑑賞料：1,000円（ホットドリンク付）

　２月21日㈯・22日㈰午前10時〜午後３時に、ミオ

ンなかさとで「越後妻有 雪アートプロジェクト」が

開催されます。雪や雪国文化、そしてその地域の人た

ちの営みを生かしたアート作品や、貝野地区振興会と

作家の協働で作られた作品、だれでも参加できるワー

クショップなど２回目となる今回も見どころ盛りだく

　雪原一面に広がるスノー

キャンドル、メモリー花火、

たいまつ滑降の共演は幻想

的な世界を演出します。

　このキャンドルの設置・点

灯には多くの皆さんの協力

が必要です。この冬の思い出

にキャンドルに優しい明か

りをともしてみませんか。

◆日時：３月14日㈯

　午前９時〜カップ作り

　午後３時30分〜キャンドル設置

　午後６時〜キャンドル点灯

◆会場：なかさと清津スキー場

　また、雪原カーニバルなかさと実行委員会では、今まで

以上に盛り上げていくために、皆さんからの協賛も募って

います。詳細は、実行委員会（中里支所地域振興課内☎

763-2511・FAX763-2044）まで問い合わせてください。
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エアコンの温度設定はこまめに調節

エコドライブの「こつ」
―運転以外の燃費術―

典拠：㈳日本自動車連盟

力
を
合
わ
せ　

元
気
な
年
に

あ
れ
も
こ
れ
も
、
今
年
こ
そ
は
と

の
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
た
新
し
い
年

も
、
早
く
も
一
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
世
界
的
な
不
況
の
波

は
一
刻
も
早
く
過
ぎ
去
っ
て
ほ
し
い

も
の
の
、
時
間
を
無
駄
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
新
年
度
に
向

け
て
、予
算
編
成
の
真
っ
最
中
で
す
。

　
ま
た
こ
れ
と
並
行
し
、
年
度
末
の

重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、
第
二
次

緊
急
経
済
対
策
に
全
力
を
あ
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
国
か
ら
の
交
付
金

を
中
心
に
、
総
額
８
億
５
、
０
０
０

万
円
規
模
を
想
定
し
て
い
ま
す
（
国

の
定
額
給
付
金
は
、
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
）。
　
　

さ
て
、
雪
国
な
ら
で
は
の
諸
行
事

も
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
今
年
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
ト
キ
め
き
新

潟
国
体
・
冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
月
17
日
㈫

か
ら
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

技
場
と
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
を
会

場
に
、
選
手
や
関
係
者
な
ど
２
、
０

０
０
人
ほ
ど
の
皆
さ
ん
が
当
市
に
お

い
で
に
な
り
ま
す
。
地
元
勢
へ
の
応

援
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
来
の
お
客
さ
ん

を
大
い
に
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
冬
季
国
体
に
引
き
続
い
て

開
催
さ
れ
る
雪
ま
つ
り
は
、
第
60
回

と
い
う
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
盛
り
上
が
り
が
、
一
年
の
元
気

に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。
さ
ら
に
今
年
は
第
４
回
大
地

の
芸
術
祭
、
そ
し
て
全
国
棚
田
サ
ミ

ッ
ト
な
ど
の
成
功
に
結
び
付
け
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、

現
在
一
連
の
緊
急
経
済
対
策
と
新
年

度
予
算
編
成
を
連
動
し
て
、
何
と
し

て
も
地
域
経
済
の
活
性
化
と
、
雇
用

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
最
優
先
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
方

財
政
は
、
不
況
に
よ
る
自
主
財
源
の

減
少
な
ど
で
引
き
続
き
難
し
い
か
じ

取
り
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
進
め
て

い
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
過
程

も
結
果
も
満
足
度
の
高
い
も
の
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
力
を
合

わ
せ
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
、
二
百
年

ほ
ど
前
に
大
凶
作
が
続
い
た
と
き

の
こ
と
で
す
。
田
沢
の
桂
の
ム
ラ

で
も
食
糧
が
な
く
な
り
、
人
々
は

草
の
葉
や
木
の
根
な
ど
を
食
べ
て

命
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
み
ん

な
死
を
待
つ
ば
か
り
な
の
で
、
ム

ラ
の
重
立
ち
が
相
談
し
隣
村
の
庄

屋
に
借
金
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。「
三
年
た
っ
た
ら
必
ず
返
す
」

と
約
束
し
て
金
を
借
り
、
な
ん
と

か
急
場
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
年
も
、
そ
の

ま
た
次
の
年
も
凶
作
が
続
き
、
と

う
と
う
約
束
の
三
年
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
庄
屋
は
約
束
ど
お

り
、「
返
済
期
限
に
な
っ
た
す
け

返
し
て
く
ん
ね
か
の
」
と
さ
い
そ

く
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ム
ラ
の

衆
は
、「
三
年
続
き
の
凶
作
で
食

う
も
の
も
な
く
て
⋮
」「
も
う
二

年
待
っ
て
く
ん
ね
か
の
⋮
」
と
ム

シ
ロ
に
額
を
こ
す
り
つ
け
て
頼
み

ま
し
た
。
庄
屋
は
、「
っ
け
の
わ

け
に
は
い
が
ね
！
返
さ
ん
ね
や
ん

だ
っ
け
ば
、
ね
ら
の
土
地
は
み
ん

な
も
ら
う
」
と
ム
シ
ロ
を
け
っ
と

ば
し
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
や
り
と
り
が
何
度
か
続

い
た
そ
の
年
の
暮
れ
、
村
中
の
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
た
め
息
を
つ
い

て
い
る
な
か
、
一
人
が
静
か
に
顔

を
上
げ
ま
し
た
。旧
家
の
主
人
で
、

い
つ
も
骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
く
面

倒
見
の
良
い
兵
左
衛
門
で
し
た
。

「
み
な
の
衆
、
こ
の
ま
ま
先
祖

代
々
守
っ
て
き
た
田
畑
を
取
り
上

げ
ら
れ
る
わ
け
に
は
い
が
ね
。
こ

こ
は
一
番
、
お
れ
に
任
し
て
く
ん

ね
か
の
。
一
命
に
か
え
て
も
話
を

つ
け
る
っ
け
」。
わ
ら
に
も
す
が

り
た
い
ム
ラ
の
衆
は
、
涙
を
流
し

て
兵
左
衛
門
を
拝
み
ま
し
た
。

次
の
日
の
深
夜
、
兵
左
衛
門
は

庄
屋
の
家
に
忍
び
入
り
、
主
人
の

枕
も
と
に
近
づ
く
と
脇
差
を
抜

き
、
胸
を
め
が
け
て
「
え
い
っ
」

と
突
き
刺
し
て
逃
げ
ま
し
た
。

庄
屋
の
主
人
は
、
こ
ん
な
こ
と

も
あ
ろ
う
か
と
、
ふ
と
ん
の
中
に

人
形
を
入
れ
て
自
分
は
使
用
人
の

部
屋
に
寝
て
い
て
無
事
で
し
た
。

兵
左
衛
門
は
桂
の
ム
ラ
に
入
る

と
田
の
中
に
座
り
、「
ム
ラ
を
救

う
た
め
と
は
い
え
、
人
を
殺
し
て

し
ま
っ
た
。償
い
は
こ
の
命
で
⋮
」

と
切
腹
し
て
果
て
ま
し
た
。

兵
左
衛
門
の
死
を
知
っ
た
庄
屋

は
自
分
の
非
を
悟
り
、
手
厚
く
兵

左
衛
門
の
供
養
を
し
た
ほ
か
、
金

の
返
済
は
い
つ
で
も
い
い
と
し
た

う
え
で
、
桂
の
鎮
守
さ
ま
に
階
段

と
石
橋
を
寄
進
し
ま
し
た
。

い
つ
し
か
、
兵
左
衛
門
が
腹
を

切
っ
た
と
こ
ろ
は
「
腹
切
田
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
ば
に

石
橋
供
養
塔
と
彫
っ
た
石
碑
が
い

ま
も
立
っ
て
い
ま
す
。

○エアコンの使用は多くの燃料を消費

します。特に、市街地での走行では

エアコン使用の影響が大きくなりま

す。

○夏場は必要以上に車内を冷やさない

ように、こまめに設定温度を調節し

ましょう。

○設定温度が外気と同じであっても、

スイッチがＯＮになっていると燃料

を使います。気候の良い時期にはな

るべく窓を開けて外気を入れるな

ど、エアコンを使わない工夫をしま

しょう。

中条中学校１年１組 42

　笹山遺跡や大井田城跡、尾台榕堂など数多い

歴史と伝統に育まれ、地域に学ぶ生徒たち。そ

の感謝の気持ちと思いやりの心から、みんなで

考えたクラス目標が「仲間を大切にし感謝の気

持ちを伝えるクラス」。３つの小学校から集ま

った仲間たちは、その垣根を越えた団結力で突

き進みます。

　エアコンをＯＮにしているときは、「外気導入」より「内気循環」

に設定する方が効果的です。

佐
藤
菜
月
さ
ん

─
─

１
年
１
組
は
仲
間
同
士
仲

良
く
、
笑
顔
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
す
。
体
育
祭
や

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
と
き
は
ク
ラ
ス
で
一
つ
に

な
っ
て
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
い
る
と
き
は
す
ご
く

楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
居
心
地

の
い
い
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
い
よ

い
よ
４
月
か
ら
２
年
生
。
け
じ
め
が
あ
っ
て
か

っ
こ
い
い
２
年
生
に
な
る
こ
と
が
目
標
か
な
。

廣
田
　
稔
先
生

─
─

「
じ
ょ
う
も
ん
市
」
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
り
、
去
年
は
市

民
体
育
大
会
に
も
競
技
場
の
地
元
と
し
て
、
役

員
の
手
伝
い
を
し
た
り
と
地
域
の
一
員
と
し
て

の
協
力
も
積
極
的
で
す
。
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
年
齢
を
超
え
た
つ
な
が

り
、
友
だ
ち
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
。
こ
の
伝
統
や
文
化
を
い
つ
ま
で

も
大
切
に
す
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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〈
四
十
三
〉

「
腹
切
田
」の
巻

（
桂
）

その43



コシヒカリから作った米粉パン給食始まる

　１月15日㈭、松之山温泉で小正月行事のむこ投げとすみ塗りが行わ
れました。今年の主役は、地元の関根勝さん（32歳・写真左）と美香
子さん（30歳・同右）夫妻、公募で選ばれた京都市左京区の内藤大輔
さん（30歳）とみなみさん（28歳）夫妻。威勢のいい若い衆に肩車
されて坂の上の薬師堂まで登ったお婿さんは、がけ下で不安そうに見
守るお嫁さんの前で約５メートルのがけ下へ投げ出されると、新雪の
斜面に真っ逆さま。観客からは大歓声と二組の夫婦への祝福の声が挙
がっていました。また、さいの神の火が下火になると、灰と雪を混ぜ
て作ったすみ塗りの始まり。「おめでとう」と言いながらだれ彼なく
顔に塗り合い、今年一年の無病息災と家業の繁栄を祈っていました。

小正月の奇祭　むこ投げすみ塗り

　１月から市内37の小・中学校で米粉パン給食が始まりま
した。これは月に平均２回あるパンの給食を、安全でおいし
い地元産コシヒカリを利用した米粉パンに切り替えるもので
す。価格は今までの小麦粉パンより高くなりますが、市と
JA十日町が補助し、小麦粉パンと同価格になります。１月
13日㈫、市内の学校で最初の米粉パン給食が実施された十
日町中学校には、県の米粉ＰＲキャラクターのコメパンマン
も登場し、米粉パンの普及に一役買っていました。給食を食
べた生徒たちは、「いつもより小さいけれど、かみごたえが
ありおいしいです」と感想を話していました。

豊
作
へ
の
願
い 

天
ま
で
と
ど
け
！

　

１
月
14
日
㈬
、
大
白
倉
の
小
正
月
恒
例
行
事

バ
イ
ト
ウ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。バ
イ
ト
ウ
と
は
、

ケ
ヤ
キ
と
わ
ら
で
作
っ
た
竪
穴
式
住
居
に
似
た

よ
う
な
建
物
で
す
。
中
で
い
ろ
り
を
囲
ん
で
祝

宴
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
内
部
か
ら
火
を
付

け
、
そ
の
燃
え
方
か
ら
今
年
の
作
況
を
占
い
ま

す
。
今
年
も
炎
は
高
さ
約
15
メ
ー
ト
ル
に
も
上

が
り
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
50
人
を
圧
倒
さ

せ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
生
中
継
を
は
じ
め
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
に
来
る
ほ
ど
、
と
て
も

珍
し
く
謎
め
い
た
伝
統
あ
る
お
祭
り
で
、
集
落

で
は
大
切
に
現
在
に
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　
心
肺
蘇
生
を
中
心
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や

応
急
手
当
な
ど
人
命
救
助
の
実
技
を

学
び
ま
す
。
受
講
者
に
は
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
。
●
日
時
＝
①
２
月
８

日
㈰
②
３
月
15
日
㈰
午
前
９
時
～
正

午
●
会
場
＝
①
松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
②
十
日
町
地
域
消
防
本
部

●
受
講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
各
回
先

着
30
人
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
十

日
町
地
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

（
☎
７
５
７
―
０
１
１
９
）

　
農
家
の
お
母
さ
ん
が
地
場
産
農
産

物
の
加
工
を
教
え
ま
す
。
手
作
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
●
持
ち
物
＝
エ

プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
農
林
課

農
業
企
画
係
（
内
線
２
４
５
）

【
手
づ
く
り
み
そ
】
●
日
時
＝
２
月

28
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
●
会
場
＝

四
季
彩
館
エ
プ
ロ
ン
（
Ｊ
Ａ
十
日
町

本
店
内
）
●
受
講
料
＝
２
、
５
０
０

円
（
材
料
費
）
※
５
㎏
持
ち
帰
り
●

定
員
＝
先
着
20
人

【
笹
団
子
づ
く
り
】
●
日
時
＝
３
月

14
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
●
会
場
＝

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
受
講
料
＝

１
、
０
０
０
円
（
材
料
費
）
※
10
個

程
度
持
ち
帰
り
●
定
員
＝
先
着
15
人

　
高
齢
者
虐
待
防
止
の
適
切
な
対
応

法
を
学
び
ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
14

日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
●

会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
●
受
講
料
＝
無
料
●
定
員
＝

先
着
１
８
０
人
●
講
師
＝
池
田
惠
利

子
氏
（
社
会
福
祉
士
）
●
問
合
せ
＝

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
地

域
保
健
課
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
２
）

　
笑
う
こ
と
や
発
声
、
軽
い
運
動
を

組
み
合
わ
せ
た
健
康
教
室
で
す
。
●

日
時
＝
２
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・
17

日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分
●

会
場
＝
明
石
の
湯
●
参
加
費
＝
１
回

５
０
０
円
（
入
館
料
込
み
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５

２
―
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
２
～
３
月
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
※
２
月

12
日
を
除
く
（
全
７
回
）
●
会
場
＝

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
参
加
費
＝

１
回
５
０
０
円
※
き
も
の
一
式
持
参

（
有
料
貸
出
あ
り
）
●
定
員
＝
10
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎

７
５
２
―
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
２
月
11
日
（
建
国
記
念
日
）

午
前
９
時
～
正
午

：

し
ぶ
み
の
家
、

午
後
１
時
～
３
時

：

す
み
れ
工
房
●

会
場
・
問
合
せ
＝
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町

店
（
☎
７
５
２
―
０
０
３
３
）

●
日
時
＝
２
月
17
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
、
午
後
７
時
～
（
同
じ
内
容
で

２
回
開
催
）
●
会
場
＝
加
賀
書
院
●

参
加
費
＝
無
料
●
テ
ー
マ
＝
「
絵
本

を
手
に
と
っ
て
楽
し
み
の
質
に
つ
い

て
考
え
よ
う
」
●
問
合
せ
＝
加
賀
書

院
（
☎
７
５
２
―
２
１
１
４
）

　
看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に
在
学

す
る
人
へ
、
無
利
息
で
修
学
資
金
を

貸
与
し
ま
す
。
●
対
象
＝
看
護
師
・

准
看
護
師
・
保
健
師
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
の
養
成
施
設
に
進
学
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
人
で
、
将
来
、

市
内
で
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人
※
市
教
育
委
員
会
の
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
●

手
づ
く
り
み
そ
・
笹
団
子

づ
く
り
講
習
会

奨
学
金
貸
与
者
募
集

普
通
救
命
講
習
会

し
ぶ
み
の
家
、
す
み
れ
工
房
の

手
作
り
作
品
を
販
売
し
ま
す

キ
ナ
ー
レ
笑
み
筋
体
操
教
室

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
推
進
事
業

ご
近
所
安
心
見
守
り
隊
講
座

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

　
　
き
も
の
着
付
け
教
室

十
日
町
お
や
こ
劇
場

　
　
　
絵
本
の
勉
強
会

平成20年度 第３回地域振興フォーラム
　地域振興や活性化を促進・支援するために開催さ

れる「地域振興フォーラム」。今回は、大地の芸術祭

を題材にシンポジウムや交流会が行われます。ぜひ

ご参加ください。

■期日：２月20日㈮　■参加費：無料

■会場：ホテル日航新潟（新潟市中央区万代島５- １）

■定員：先着200人（事前申込みが必要）

■テーマ：『芸術文化による地域振興〜“大地の芸術

　祭”と“水と土の芸術祭（仮称）”を事例として〜』

■内容：シンポジウム（午後５時〜７時20分）

　　　　　①北川フラム氏による活動報告

　　　　　　「芸術文化は地域を活性化できるか」

　　　　　②パネルディスカッション

　　　　　　「芸術文化による地域づくり」

　　　　　　交流会（午後７時30分〜８時30分）

■申込み・問合せ：

　２月10日㈫までに観光交流課芸術祭推進室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎757-2637

 「森の学校」キョロロ
２月の里山体験プログラム

●参加費　大人500円、小・中・高生
　300円（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

期日 時間・テーマ

１日㈰
午後１時30分～３時
真冬の里山生き物探険

８日㈰
午後１時30分～３時
真冬の里山生き物探険

11日㈷
午前10時～正午
十二講

15日㈰
午後１時30分～３時
真冬の里山生き物探険

21日㈯
午前８時30分～11時30分：探鳥会
午後１時30分～３時：
　真冬の里山生き物探険

22日㈰
午前10時～午後３時
かざりのわら細工作り

20市報とおかまち『だんだん』平成21年1月25日号
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貸
与
月
額
＝
２
５
、
０
０
０
円
●
提

出
書
類
＝
①
貸
与
申
請
書
②
成
績
証

明
書
③
健
康
診
断
書
④
保
証
人
と
な

る
人
の
保
証
書
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
３
月
13
日
㈮
ま
で
に
健
康
支
援
課

地
域
医
療
係
（
内
線
１
２
７
）

　
市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
を
行
う

際
に
、
統
計
調
査
員
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
を
し
て
も
ら
い
、
統
計
調
査
を
実

施
す
る
と
き
に
依
頼
し
ま
す
。
仕
事

内
容
は
、
主
に
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、
調

査
の
規
模
・
地
域
な
ど
を
考
慮
し
ま

す
の
で
、
登
録
し
て
い
て
も
す
ぐ
に

調
査
員
の
仕
事
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
資
格
＝
満
20

歳
以
上
で
、
税
務
・
警
察
・
選
挙
に

直
接
関
係
が
な
く
秘
密
保
護
の
で
き

る
人
●
報
酬
＝
国
の
基
準
に
基
づ
い

て
調
査
ご
と
に
支
払
わ
れ
ま
す
（
お

お
む
ね
２
～
５
万
円
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
総
務
課
文
書
統
計
係
（
内

線
２
１
６
）

●
募
集
期
間
＝
１
月
27
日
㈫
～
２
月

　
若
い
人
た
ち
が
集
う
、
し
ゃ
べ
り

場
・
た
ま
り
場
・
そ
し
て
社
会
に
つ

い
て
学
び
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
場
を
開
設
し
ま
す
。「
何
か
や

っ
て
み
た
い
け
ど
、
き
っ
か
け
が
な

い
」
と
い
う
若
者
た
ち
、
集
ま
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
●
開
設
日
時
＝
毎
月

第
２
・
４
火
曜
日
午
後
４
時
～
９
時

●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
対
象
＝
お

お
む
ね
高
校
生
～
30
歳
く
ら
い
の
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
☎
７
５
７
―
８
９
１
８
）

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前
児

童
を
養
育
し
、
所
得
が
一
定
額
を
超

え
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
～

１
月
分
の
児
童
手
当
を
、
２
月
10
日

㈫
に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。
●
月
額
＝
▼
３
歳
ま
で

：

一
律

１
０
、
０
０
０
円
▼
３
歳
以
降

：

１

人
目
・
２
人
目
５
、
０
０
０
円
、
３

人
目
以
降
１
人
に
つ
き
１
０
、
０
０

０
円
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
年
金

係
（
内
線
１
６
８
）

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢
給

付
を
受
け
て
い
る
受
給
者
全
員
に
、

１
月
31
日
㈯
ま
で
に
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
り
確
定
申
告

を
す
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
を
申
告

書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
場
合
は
再
交
付
が
で
き
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合

せ
＝
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
（
☎

０
２
５
―
７
１
６
―
０
８
０
２
）

　
償
却
資
産
を
所
有
す
る
個
人
や
事

業
主
（
農
業
者
を
含
む
）
の
皆
さ
ん

へ
、
12
月
中
旬
に
21
年
度
償
却
資
産

申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
申

告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
２
月
２
日

㈪
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
家
屋

資
産
税
係
（
内
線
１
１
９
）

　
１
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
10
期

及
び
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
第
10
期
の
納
付
月
で
す
。

１０
〜
１
月
分
の
児
童
手
当

を
振
り
込
み
ま
す

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

むし歯のないよい歯の子
12月の３歳児健診を受けた子43人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

高 橋 心
こと

遥
は

（西本町２） 永輔

中 澤 優
ゆう

灯
ひ

（田中町本通り） 正志

桑 原 侑
ゆう

大
た

（新座１） 貴裕

桑 原 蒼
そう

大
た

（新座１） 貴裕

小 池 　 杏
あん

（新座１） 直樹

阿 部 大
だい

樹
き

（新座４- １） 康一

小 川 元
げん

気
き

（尾崎） 元幸

岡 田 静
しず

香
か

（北新田２） 久

桑 原 智
とも

紀
き

（城之古東町） 進

桑 原 雅
まさ

紀
き

（城之古東町） 進

南 雲 逸
いつ

紀
き

（高山４） 和正

山 本 姫
ひめ

華
か

（錦町１） 武人

廣 田 一
いっ

青
せい

（河内町） 万博

太 田 絵
え

玲
れ

奈
な

（南鐙坂） 利夫

大 渕 七
なな

海
み

（上新田２） 茂

小 林 　 舜
しゅん

（上新田３） 豪

山 本 美
み

憂
ゆ

（水口） 瞳

鈴 木 茉
ま

波
なみ

（馬場４） 等

宮 澤 季
き

美
み

佳
か

（小黒沢） 栄輔

宮 澤 加
か

純
すみ

（細尾） 孝之

金 澤 天
あま

音
ね

（珠川） 福太郎

春 日 心
しん

太
た

（神社町） 敏幸

樋 口 雄
ゆう

也
や

（みのり団地） 修一

村 越 遥
はる

妃
ひ

（野口） 貞雄

金 子 　 潤
じゅん

（岩瀬） 多臣一

山 岸 由
ゆ

梨
り

奈
な

（芋沢） 由秀

樋 口 楓
ふう

汰
た

（通り山） 匡

桑 原 百
もも

花
か

（松代） 雄二

庭 野 　 茜
あかね

（青葉） 利雪

小 形 実
み

果
か

（上川手） 善祐

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
が
送
付
さ
れ
ま
す

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

９
日
㈪
※
入
居
資
格
な
ど
の
申
込
み

条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
克
雪
維

持
課
建
築
住
宅
係
（
内
線
２
７
６
）

若
者
の
た
ま
り
場
『
ユ
ー
ス
・

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
』
参
加
者
募
集

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

統
計
調
査
員
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か

期
限
（
２
月
２
日
）
内
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護

国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
11
日
㈷

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
12
日
㈭

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
市
が
発
注
す
る
工
事
や
修
繕
で
、

内
容
が
簡
易
な
も
の
に
つ
い
て
受
注

を
希
望
す
る
小
規
模
事
業
者
を
登
録

し
、
登
録
者
の
見
積
り
合
せ
に
よ
り

施
工
を
お
願
い
す
る
制
度
を
制
定

し
ま
し
た
。
登
録
を
希
望
す
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
●
対
象
工
事

＝
１
件
の
契
約
金
額
が
50
万
円
以
下

の
工
事
ま
た
は
修
繕
●
登
録
で
き
る

人
＝
市
内
に
本
社
ま
た
は
住
所
が
あ

り
、
入
札
参
加
資
格
を
有
し
な
い
法

人
ま
た
は
個
人
で
、
市
税
の
滞
納
が

な
い
人
●
申
請
期
間
＝
１
月
26
日
㈪

～
２
月
27
日
㈮
●
申
請
・
問
合
せ
＝

財
政
課
契
約
検
査
室
（
内
線
２
２
２
）

　
今
の
時
期
に
多
く
発
生
す
る
の
が

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
や
食

中
毒
で
す
。
症
状
は
突
然
の
激
し
い

お
う
吐
や
下
痢
で
、
発
熱
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
数
日
で
治
ま

り
ま
す
が
、
体
力
の
弱
い
子
ど
も
や

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
お
う
吐
物
が

の
ど
に
詰
ま
っ
た
り
脱
水
症
状
を
起

こ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
に
医
者
に

か
か
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
●
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
＝
①
帰
宅
時
・
調
理
や

食
事
の
前
・
ト
イ
レ
の
後
な
ど
は
、

石
け
ん
を
よ
く
泡
立
て
て
手
を
洗

い
、
流
水
で
十
分
に
す
す
ぎ
ま
し
ょ

う
②
食
材
に
は
よ
く
火
を
通
し
ま
し

ょ
う
（
中
心
温
度
85
度
以
上
で
１
分

以
上
加
熱
）
③
お
う
吐
な
ど
で
汚
れ

た
場
所
は
、
市
販
の
塩
素
系
漂
白
剤

に
浸
し
た
ぞ
う
き
ん
で
10
分
以
上
覆

っ
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
漂
白
剤
を

薄
め
る
割
合
は
よ
く
確
認
し
て
く
だ

さ
い
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興

局
健
康
福
祉
部
衛
生
環
境
課
（
☎
７

５
７
―
２
７
０
７
）

　
少
額
な
申
告
相
談
及
び
申
告
書
の

作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
必
ず
事

前
に
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
に
よ
っ
て
は
低
額
の
料
金
が
必

要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
●
事

前
連
絡
の
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
●
問
合
せ
＝
関
東
信

越
税
理
士
会
十
日
町
支
部
（
☎
７
６

５
―
２
５
４
２
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
１
月
10
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
５
ペ
ー
ジ
『
丑
年
生
ま
れ
の
人

に
聞
き
ま
し
た
』
の
中
の
鈴
木
祥
人

さ
ん
の
名
前
は
、
正
し
く
は
鈴
木
祥

仁
さ
ん
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談

２
月
の
休
館
日

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

１
月
の
納
税
・
納
付

農業用軽油に係る免税証交付申請などの一斉受付を行います
　軽油取引税の免税を受けるには、免税軽油使用者証及び免税証の交付を受ける必要があります。昨年免税証の交付を
受けた人には、別途案内を郵送していますので、案内記載のとおり手続きを行ってください。
　今年から、申請受付日と交付日が別日となりますので、ご注意ください（即日交付は行いません）。
◎申請受付日時：３月３日㈫・４日㈬・５日㈭午前９時〜正午、午後１時〜４時
◎交付日時：３月17日㈫・18日㈬午前９時〜正午、午後１時〜４時
◎申請受付・交付会場：十日町地域振興局（妻有町西２―１）

【免税軽油使用者証交付申請（新規・有効期間更新）】
　免税軽油使用者証は、２年ごとに更新の手続きが必
要です。21年10月31日まで有効な使用者証の交付を
受けている人は、今回この手続きは不要です。
◎必要書類：①県収入証紙（１人450円）②商業登記
簿とう本（法人のみ）③印鑑④免税対象機械の販売証
明書（販売店で発行）及びカタログ

【免税証交付申請】
◎必要書類：①耕作面積証明書（農業委員会で交付を
受けてください）②印鑑③免税軽油（共同）使用者証
※免税対象機械を新規または変更登録する場合は当該
機械の販売証明書とカタログを持参してください

《注意事項》
①各申請書や誓約書などは会場に用意してあります　

②今回の受付で、一連の農作業に係る免税証を交付しま
す③県収入証紙は第四銀行・北越銀行・大光銀行・県
信用組合・十日町地域振興局内売店で販売しています
◆次の場合は免税軽油使用者証を交付できないことが
あります
①免税軽油使用者証・免税証の返納を命ぜられ、その
日から起算して２年を経過しない場合②国税・地方税
の滞納処分を受け、その滞納処分の日から起算して２
年を経過しない場合③国税・地方税などに関する法令
の規定により一定以上の刑に処せられ、一定の期間を
経過しない場合④「免税軽油の引取り等に係る報告書」
を提出していない場合

◎問合せ：南魚沼地域振興局県税部十日町収税課
　　　　　☎757-5513

小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者

登
録
制
度
を
制
定
し
ま
し
た

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

や
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

期　日 氏　名 所在地 電話番号

２月９日
㈪

大口康幸 津南町 765-2542

桑原公夫 昭和町３ 752-3122

田口　泉 千歳町３ 757-3151

水落雅史 寿町２ 757-2548

酒井栄一 西本町２ 757-8421

２月10日
㈫

高橋　敦 上野 768-4772

高橋昇男 美雪町３ 757-8750

水落信市 寿町２ 757-2548

和久井工 本町６ 752-2073

地域 物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 募集戸数

十
日
町

田川住宅
昭和53年度建築
鉄筋コンクリート造３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

14,800円　
～24,500円

１戸

川
西

木島団地
昭和51年度建築

木造２階建
６帖３室、

DK
20,000円 １戸

下平新田団地
昭和47年度建築

木造２階建
６帖３室、

DK
20,000円 １戸

みのり団地
（特定公共賃貸住宅）

平成10年度建築
木造高床３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

50,000円 １戸

松
之
山

松之山第一住宅
昭和55年度建築
簡易耐火造３階建

６帖３室、
K

14,800円　
～24,600円

１戸
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4957 

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ

2009年2月 February 2009年2月 February

(ふ)

●ちびっこひろば

●健康相談 保健師による相談

●休日救急医 ●離乳食教室

▼
今
月
の
熱
中
・
夢
中
で
、
技
能
五
輪
全

国
大
会
で
優
勝
し
た
小
島
真
穂
さ
ん
を
取

材
し
ま
し
た
。
現
在
は
世
界
大
会
に
向
け

て
、
魚
沼
市
の
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
で
訓
練

を
受
け
る
毎
日
で
す
。

▼
技
能
五
輪
と
い
っ
て
も
一
般
的
に
は
な

じ
み
が
薄
く
私
も
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、全
国
大
会
に
は
39
職
種
に
１
、

０
０
０
人
近
い
人
が
参
加
す
る
大
規
模
な

も
の
で
、
国
際
大
会
と
も
な
る
と
そ
の
訓

練
だ
け
で
１
年
間
も
費
や
し
、「
技
術
者

の
Ｆ
１
」と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

国
際
大
会
に
参
加
す
る
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
割
に
は
資
金
面

も
含
め
て
公
的
な
支
援
は
少
な
い
の
が
現

実
で
す
。
こ
れ
か
ら
寄
付
集
め
な
ど
の
活

動
が
本
格
化
す
る
そ
う
で
す
が
、
十
日
町

市
か
ら
世
界
に
は
ば
た
く
小
島
さ
ん
に
、

▼
よ
う
や
く
本
格
的
に
雪
が
降
る
よ
う
に

な
り
、
街
も
す
っ
か
り
雪
景
色
に
な
り
ま

し
た
。
雪
を
待
ち
わ
び
て
い
た
人
、
厳
し

い
冬
の
訪
れ
に
心
沈
む
人
、
い
ろ
い
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
穏
や
か
な
冬
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
毎
年
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
、
十
日
町

の
冬
の
風
物
詩
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
、
市
内
各
地
域
で
催

さ
れ
ま
す
。「
雪
を
友
と
し
、
雪
を
楽
し

む
」。
戦
後
間
も
な
い
昭
和
25
年
か
ら
始

ま
っ
た
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
暗
く
厳
し

い
長
い
冬
を
な
ん
と
か
楽
し
い
も
の
に
変

え
よ
う
と
、
逆
転
の
発
想
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
し
た
。
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
と
ら

市
民
か
ら
も
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

え
て
事
態
を
好
転
さ

せ
る
発
想
が
、
い
つ

の
時
代
に
も
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。

(高)

診療受付時間：午前８時30分～正午、午後１時～５時

●日　時　28日㈯　午後２時～３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや

●日　時　12日㈭　午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日　時　３日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫

　　　　　午前10時～11時　※３日は節分（豆まき）

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　サンクロス

●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　21日㈯　午前10時～11時

●対　象　乳幼児～小学３年生

●会　場　千手中央コミュニティセンター

●問合せ　山田　☎768-3865

 おはなしの会「ふきのとう」

　２月はお休みです。

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日　時　14日㈯　午前10時～11時（豆まき）

●対　象　乳幼児～小学生

●会　場　下条公民館

●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●日　時　28日㈯　午前10時30分～11時30分

●対　象　どなたでも参加できます

●会　場　加賀書院

●問合せ　加賀書院　☎752-2114

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも相談できます。

●日　時　13日㈮　午後２時～４時

●会　場　工房なかさと

●医　師　有田医師（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係（内線126）または、十日町

　地域振興局健康福祉部地域保健課☎757-2402

●こころの健康相談

　２月の献血はありません。

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

●全血献血

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分～４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松之山支所　10日㈫　  ▽松代支所　13日㈮
 　▽中里支所　　20日㈮　 ▽川西支所　24日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です
　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
　※11日㈷は休み
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　毎週木曜日　午前10時～午後４時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時～正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】24日㈫　午後１時30分～４時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【松代地域】13日㈮　午後１時30分～４時
       　　　　会場：しぶみの家

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約

　毎週木曜日　午後１時30分～４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　18日㈬　午後１時30分～４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　９日㈪・23日㈪　午後１時30分～４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　12日㈭・26日㈭　午前10時～正午、午後１時～３時
　会場：クロス10

●女性相談専用電話
　月～金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分～午後５時30分　☎757-3701

期　日 会　　　場 受付時間

２日㈪・16日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分～11時30分

10日㈫

新座コミュニティセンター 午前9時30分～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～3時30分

川治公民館 午前9時30分～11時30分

川西支所 午前9時～11時

12日㈭
吉田公民館 午前9時30分～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～3時30分

16日㈪ 松代支所 午前9時～11時

20日㈮

羽根川荘 午前9時30分～11時30分

水沢公民館 午前9時30分～11時30分

平成園 午後1時30分～3時30分

23日㈪
松之山支所 午前8時30分～11時30分

中里支所 午前9時～11時30分

27日㈮

中条公民館 午前9時30分～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～3時30分

下条公民館 午前9時30分～11時30分

上新田自治会館 午後1時30分～3時30分

※健康手帳のある人は持参してください

対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児
離乳食準備～初期

４日㈬　　　

６か月～９か月児
離乳食中期～後期

17日㈫　　　

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分～10時

　　　　　直接会場においでください

持 ち 物　母子健康手帳・

　　　　　筆記用具

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

小林内科医院 中町 752-7155

富田医院 発電所通り西 761-0200

津南病院 津南町 765-3161

池田医院 本町西１ 752-2581

松之山診療所 松之山 596-2240

山口医院 袋町中 752-2174

倉俣診療所 芋川 763-2147

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

８日㈰

15日㈰

１日㈰

22日㈰

11日㈷

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

26日㈭
午後１時
　～１時30分

20年10月
生まれの

乳 児

10か月児
健診

18日㈬ 午後１時～２時
20年４月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

25日㈬
午後１時
　～１時30分

19年８月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

18日㈬
午前９時
　～９時30分

18年８月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

19日㈭
午後１時
　～１時30分

17年８月
生まれの

幼 児

◎会　場…十日町保健センター
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
　　　　　フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
　　　　　視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
　　　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●乳幼児健診
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１０

小
島
真
穂
さ
ん
（
谷
内
丑
２
）

　
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
市
美
浜
区
）
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
た
昨
年
の
全
国
大
会
は
、
39

職
種
に
９
５
３
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
２
年
に
１
度
開

催
さ
れ
る
技
能
五
輪
国
際
大
会
の
予
選
会
も

兼
ね
て
い
て
、
優
勝
し
た
小
島
さ
ん
は
、
今

年
９
月
に
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
る
「
第
40
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
」
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
、
小
島
さ
ん
は
㈲
尾
身
建
築
に
勤
務
す

る
傍
ら
、
国
際
大
会
に
向
け
て
母
校
の
魚
沼

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
魚
沼
市
）
で
訓
練
を
受

け
て
い
ま
す
。
勤
務
先
の
尾
身
稔
社
長
は
、

「
競
技
と
実
際
の
現
場
は
違
い
、
大
工
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
才
能
は
あ

り
ま
す
が
、
開
花
す
る
か
ど
う
か
は
本
人
の

努
力
次
第
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
馬
場

敏
秋
校
長
も
、「
パ
ワ
ー
で
は
男
性
に
負
け
ま

す
が
、
持
ち
前
の
集
中
力
が
あ
り
ま
す
。
世

界
大
会
で
は
女
性
と
い
う
意
味
で
注
目
を
浴

び
る
で
し
ょ
う
が
、
自
分
を
失
わ
ず
平
常
心

で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
か
け
ま
す
。

　
国
際
大
会
に
は
、
勤
務
す
る
会
社
や
指
導

を
行
う
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
業
界
団
体

な
ど
大
勢
の
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
て
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
く
、「
無
事
十
日
町
に
帰

っ
て
来
れ
る
か
心
配
で
す
。
将
来
は
周
り
に

信
頼
さ
れ
る
大
工
に
な
り
、
自
分
の
家
を
自

分
で
建
て
て
み
た
い
で
す
」
と
、
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

●
問
合
せ

　
㈲
尾
身
建
築
　
☎
７
５
８

�

３
７
５
６

　
技
能
五
輪
全
国
大
会
は
、
製
造
業
な
ど
に
携
わ
る
満
23
歳
以
下
の
若
者
（
一
部
の
職
種

を
除
く
）
が
、
全
国
の
仲
間
た
ち
と
「
技
」
の
日
本
一
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。
こ
の
大

会
の
建
築
大
工
の
部
に
新
潟
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
が
、
小
島

真
穂
さ
ん
で
す
。
小
島
さ
ん
は
今
年
9
月
、
カ
ル
ガ
リ
ー
（
カ
ナ
ダ
）
で
行
わ
れ
る
国
際

大
会
に
向
け
て
訓
練
の
真
っ
最
中
で
す
。

い
つ
か
自
分
の
家
を
自
分
の
手
で
作
り
た
い

　小島さんが出場した建築大工の部は、
２日間12時間以内で課題の作品を作り
上げるもので、女性４人を含む76人で
競いました。

　11月には尾身社長といっしょに
田口市長を表敬訪問しました。

　

小
学
生
の
と
き
自
分
の
家
を
作
る
大
工
さ
ん
を
見
て
、
大
工
の
職
業
を
選
ん
だ
小
島
さ
ん
。
世

界
大
会
に
向
け
て
、
一
人
で
訓
練
を
受
け
る
毎
日
で
す
。
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